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はじめに
　古代ギリシアブロンズ彫刻は、羽田康
一の著書や松本隆の鋳掛熔接の研究に
よって制作技法の解明や特定の部位の
再現実験による総合的推論がなされて
いる。
　本論では、象嵌および分鋳鋳掛溶接を
用いたブロンズ全身像の制作を通して、
これらの技術の造形的意義と機能的効果
を検証する。羽田・松本による古代ギリ
シアブロンズ彫刻の総合的推論を基に実
践研究を行い、いまだ解明途上にある当
該技術を再考する。

第 1章　古代ギリシア大型ブロンズ彫刻
の歴史的展開
　文献調査および実見調査によって古代
ギリシアブロンズ彫刻のアルカイック
期、クラシック期、ヘレニズム期を比較
した。ブロンズ彫刻に焦点を絞り、各期
の傾向、象嵌・分鋳鋳掛溶接との関連性
を考察した。
　鋳造技法の高まりと人体表現の変遷を
概観し、特にクラシック期の人体表現の
神聖性と技術の調和が顕著であったと考
察した。

第 2章　古代ギリシア大型ブロンズにお
ける象嵌・分鋳鋳掛溶接の技法
　文献調査と実践調査によって象嵌と分
鋳鋳掛溶接がどのような技法であったか
を考察しまとめた。
　象嵌技法とは、異なる素材を一つの基
盤に埋め込む技法のことである。象嵌技
法の幅広い適応例を列挙し、自作におい
て象嵌技法の実験調査を行い象嵌技法の
効果を以下の 3点にまとめた。
① 写実性を高め生きた存在へ
② 固有色を用いた耐久性のある色彩表現
③ 鑑賞者の視線を意図的に特定の部位へ
と誘導
　鋳掛溶接とは、加熱した溶接部位に溶
解したブロンズを流し込み、母材を溶融
させて接合する方法である。
　分鋳鋳掛溶接の利点は以下の通りで
ある。

① 重量の軽減、鋳造リスクの低減
②  取り回しが容易、研磨・仕上げ作業
の効率化

③  視認しづらい部位の造形が可能
④  再鋳造、再利用が容易
⑤  鋳損じの穴埋め、造形が可能
⑥  母材と同じブロンズによる質感均一化
　本項によって、分鋳鋳掛溶接の利点と
有効性を示すことが出来た。造形的な利
点として注目すべきなのは③あり、一般
的に隙間表現と称されるが、筆者は古代
ギリシア人の希求した理想的な人体表現
の結果だと考察した。

第 3章　リアーチェの戦士像 A・B にお
ける技法と造形の分析
　実見調査によって《リアーチェの戦士
像 A・B》を分析し象嵌・分鋳鋳掛溶接
がどのように造形と結びついているかを
示す。《リアーチェの戦士像 A・B》に見
られる象嵌・分鋳鋳掛溶接を更に細かく
列挙し、その効果を考察した。以下に 3 
点の理想的な人体表現が見られた。
①  髪に覆われているが造り込まれた耳
②  髭に覆われた純銅の唇、五本の銀歯
③  ヘルメットの視界部分に銅板、革の
あてで布を表現

　これらは、古代ギリシア人がいかに観
察に基づいた造形を徹底的に行っていた
かを示す人体表現である。しかし、見え
る／見えないという条件に応じて造形の
密度が選択的に制御されているという点
や、彫刻的操作がなされた造形物を象嵌
している点において、単に生き人形や剥
製のようなものを目指していた訳ではな
いということを示している。分鋳鋳掛溶
接においては、いわゆる脇や股に見られ
る隙間表現が深い陰影を生み出し、わず
かに差し込む光によって輝くことで、色
彩階調を拡張する効果を有していたと考
察する。

第 4 章　修了制作《イデア》の制作
　クラシック期に見られる理想化された
人体表現を志向し、静謐さと神聖性とが
調和した造形を目指して制作した。本章

では、塑造制作から石膏型取り、石膏原
型、蝋原型、湯口・湯道付け、鋳型制作
と焼成、鋳造、研磨・修正、鋳掛溶接の
試み、仕上げまでの全工程における過程
を記載した。
　塑造ら鋳造、鋳掛け溶接までの全工程
を作者が一貫して担うことにより、完成
形を基準とした逆算的な制作プロセスが
成立した。塑造、石膏、蝋原型の各工程
において細部の決定を意図的に留保する
ことで最終的にブロンズにおける形態表
現を最も重視した制作が実現した。

おわりに
　古代ギリシア彫刻における隙間表現
は、単なる装飾的意図ではなく、各部位
を全方位から矛盾なくつなぎ、徹底的に
造形しようとした技術的必然の結果とし
て生じたものであると結論づけた。分鋳
によって行われる視認困難な部位の造形
と、象嵌による細部表現が古代ギリシア
ブロンズ彫刻の見ても見尽くせない実存
感を生んでいるのだと考察した。
　本研究を通して、古代ギリシアブロン
ズ彫刻を理解しようとするのは古代技術
の復興に留まらず、現在の鋳造・溶接技
法に対する新たな方法論として意義を提
供する機会になると考察する。また、鋳
造家と制作者としての彫刻家との関係性
を再考する契機となり、素材や表現方法、
制作工程の関係性に新たな視座を与える
と筆者は考える。また、今後も古代ギリ
シアブロンズ彫刻に見られる諸技術を実
証的に検証し、その表現と行為性を考察
したい。

成山 功士朗
NARIYAMA Koshiro

古代ギリシアブロンズ彫刻における造形観と技法の再考 ―象嵌・分鋳鋳掛溶接の応用による実践研究― 
作品「イデア」及び研究報告書
Reconsidering the Formative Perspective and Techniques in Ancient Greek Bronze Sculpture: Practical Research through the Application of Inlay and Sectional Casting with Burn-on Welding 
Research report on the work “Idea”

彫塑領域

《イデア》
《idea》
H.125×W.50×D.60cm
ブロンズ・純銅・ガラス
2025
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會澤 優花
AIZAWA Yuka

具象彫刻における不鮮明な造形に関する研究 ―繊維素材を用いた表現技法の実践― 
作品「存在」及び研究報告書
A study on Indistinct Forms in Figurative Sculpture —Practical Application of Expressive Techniques Using Textile Materials— 
The Work “Existence” and Research Report

彫塑領域

はじめに
　本研究の目的は、具象彫刻における「不
鮮明な造形」の特質を示し、繊維素材を
用いて「不鮮明な造形」をもつ具象彫刻
の制作方法を明らかにすることである。
本稿における「不鮮明な造形」とは、輪
郭線や細部が鮮明に描写、造形されてお
らず、ぼんやりとして見える表現方法を
指す。モチーフの輪郭がはっきりとせず、
境界線が曖昧な表現ともいえる。この手
法を研究することで、彫刻の輪郭線その
ものを曖昧にする、新たな彫刻表現の獲
得が期待できる。煙のような形の定まら
ないものや、夢の中の映像のようなぼや
けたイメージなどを、不明瞭なまま彫刻
作品として表現することが可能となる。

第 1章　彫刻における「不鮮明な造形」
　この章では「鮮明な造形」を持つ古代
ギリシャ、ルネサンス、バロック時代の
彫刻と、「不鮮明な造形」を持つオーギュ
スト・ロダンらの印象主義彫刻、現代の
彫刻について作例を挙げ、それぞれの造
形の特徴を分類した。「不鮮明な造形」
は相対的な概念であり、明確な境はなく
グラデーションである。そのため、具象
彫刻における「不鮮明な造形」の特質を
明らかにするには、「鮮明な造形」を持
つ作例についても調査する必要がある。
　古代から近代までの西洋彫刻史では、
人体を写実的に捉え、ブロンズや石に
よって「詳細に」造形するという共通点
が見受けられる。ディティールを作りこ
み、量と量がぶつかり合う谷の境の境界
線や、量の輪郭と空間の境界線を明瞭に
造形している。古代ギリシャではコント
ラポストが生まれ、安定した自然なポー
ズの作品が制作された。ルネサンス期で
は、ひねりのある強い動きを持った作品
が見られるようになり、バロック期にな
るとより詳細で装飾性もあるリアリズム
的な作品が登場した。
　オーギュスト・ロダンやメダルド・
ロッソは、ディティールをつくり込まな
い印象主義的な彫刻を制作した。ロダン
やロッソの作品は、前述したクラシック

期、ルネサンス期、バロック期の作品と
比べ、細部の詳細な作りこみを持たず、
パーツとパーツの明瞭な境界線が造形さ
れない。具象彫刻における「不鮮明な造
形」の一例であるといえる。現代彫刻で
は、トム・フリードマンや名和晃平らの
作品などに不鮮明な造形が見られる。
　トム・フリードマンは細い木の棒を組
み合わせることで彫刻作品を制作した。
この作品は、緩やかに組まれた棒の間か
ら作品の後ろ側の空間が見える透過性が
あり、作品の内と外の境界をも曖昧に見
せている。名和晃平はガラスの球で表面
を覆うことで光を屈折させ、内側の狸の
目鼻や毛の柄をぼやけさせた作品を制作
している。玉の層の内側には狸の剥製が
あるが、狸のディティールと輪郭そのも
のが曖昧となっている。
　総合して、不鮮明な造形は「ディティー
ルを作りこまない」「量と量がぶつかり
合う谷の境が曖昧である」「量の輪郭と
空間の境が曖昧である」という特徴があ
るといえる。また、不鮮明な造形を持つ
具象彫刻を制作する方法として「ディ
ティールを明瞭に造形しない方法」「像
を遮蔽物で覆ってぼかす方法」「小さな
パーツを構成して像を浮かび上がらせる
方法」の 3つを挙げた。また、作品の不
鮮明さの度合いについて、レベル 1「作
品の細部のみが不鮮明」、レベル 2「遮
蔽物の内側の像の細部とシルエットは不
鮮明だが、作品そのもののシルエットは
明瞭」、レベル 3「作品の細部とシルエッ
トがともに不鮮明」の 3つの段階に分
けた。

第 2章　繊維素材を用いた不鮮明な造形
　この章では「繊維素材を用いた不鮮明
な造形」を持つ彫刻を調査し、繊維素材
の中でもとりわけ羊毛フェルトを使用
する意義について考察した。アバカノ
ヴィッチは、からまりあった繊維を用い
ておぼろげに人の顔を造形する作品を制
作した。名和晃平は静電植毛技術を用い
て彫刻や既製品の表面を細かな繊維で
覆った作品を制作している。

　そして「羊毛フェルト」を使用して不
鮮明な造形を持つ具象彫刻をつくる意義
として以下の 3つを挙げた。「造形物に
フィットさせることが出来る」「上から
重ねることが出来る」「毛足の長さの調
節が出来る」である。
　羊毛フェルトで彫刻を制作するため
には、まず発泡スチロールやウレタン
フォームで芯となる原型を制作し、その
表面に羊毛フェルトを刺していく必要が
ある。そのため、粘土を型取りしてウレ
タンフォームを流し込む方法と、発泡ス
チロールのブロックを直接彫刻する方法
を小作品で実践し、それぞれの利点、欠
点をまとめた。

第 3章　修了制作作品「存在」の制作
　修了制作「存在」は、発泡スチロール
と羊毛フェルトを素材とした胎児をモ
チーフとした作品である。今作は発泡ス
チロールのブロックを直接彫刻する方法
で制作することとした。フェルトを部分
的に毛羽立たせ、朧げな印象に仕上げて
いる。当作品では「子ども」の存在が自
身や人々にとってどのように見えている
かを表現しようと試みた。本稿で研究し
た羊毛フェルトの技法によってそれらの
複雑なコンセプトを表現することが出来
たと考えている。

おわりに
　本稿では、具象彫刻における「鮮明な
造形」「不鮮明な造形」について作例を
挙げ分類し、実制作を通して羊毛フェル
トを用いた「不鮮明な造形を持つ具象彫
刻」の制作方法を明らかにした。また、
気体的な表現、感情表現、時間の表現な
ど、様々な表現の可能性を示唆したが、
これらはまだ仮説であり実際に制作した
わけではないため、今後取り組んでいき
たい課題である。

《存在》
《existence》
H175×W88×D95cm
羊毛フェルト、発泡スチロール
2025年
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序
　本研究は、契沖（1640–1701）の書跡を、
整理し、書風分析・字母分析という二つの
観点から総合的に検討し、その書写実践を
日本書道史の中に位置づけることを目的と
する。加えて、真偽の不明な作品全9点につ
いて、書風の観点に基づき鑑定を試みた。
　契沖は徳川光圀の委託によって執筆され
た『万葉代匠記』をはじめ、『和字正濫鈔』
などの著作を通じて、近世国学における実
証的学問方法を確立した人物として知られ
ている。一方で、和歌・注釈書・書簡など多
様な書跡が現存し、その筆跡は用途に応じ
て大きく変化する。しかし、従来の研究は国
学史的側面に偏り、契沖が実際にどのよう
な文字を書き、どのような書写態度であった
のかについては十分に検討されてこなかった。
　そこで本稿では、まず自筆資料の整理と
解題を行い、次に字形・運筆・墨調の特徴を
分析し、さらに字母選択という安定した指標
から文字意識を検討する。これらを踏まえ
て真偽不明な資料を鑑定し、契沖の書の位
置づけを実証的に明らかにする。

第 1章　書跡整理と解題
　既存の目録（八木毅氏目録、文化庁目録、
一戸渉氏目録）を照合し、確認可能な契沖
自筆文献（手沢本含む）を悉皆的に整理し
た。核となるのは円珠庵旧蔵「契沖著述稿
本類」（現・慶應義塾大学附属研究所斯道
文庫寄託）であり、これに加えて近年のデー
タベース公開や研究紹介により参照可能と
なった各地所蔵資料も取り込んだ。さらに、
図版確認可能な資料には解題を付し、自筆・
他筆判定が明示されていない資料群を「真
偽不明資料」として抽出し、第4章の鑑定対
象とした。

第 2章　書風の変遷
　契沖書跡の特徴を、字形の構造・運筆・
墨調といった諸要素より観察し、①特徴的
な文字、②資料別、③年代別に変化の様相
を整理した。
　①については、複数の資料に共通して確
認される字形や運筆を抽出し、契沖の自筆
本に比較的安定して見られる傾向を把握し

た。具体的には、終筆が右下へ張り出す形、
画間に広い空間を取る構造、縦画が直線的
ではなく緩やかに湾曲する例、偏と旁の中
心のずれ、折れが直角的で粘りのない運筆
などが一定して観察される。一方で同一文
字でも複数の書き方が共存し、意図的に使
い分けられている。
　②について、注釈書では端正で均質な楷
行寄り、名所研究は速書きで実務的、和歌
は右肩下がりが強く、随筆・書簡では速書き
による墨調の揺れが大きい。仏教典籍では
楷書から行草へ移行するなど、用途が書風
と墨調を強く規定する。
　③について、現存する資料群は40代以降
が多い。40代で執筆したと考えられる「古今
和歌集」は端正で均質な書風であり、墨色
に緩やかな濃淡が見られる。50代前半は注
釈書といった実務性を備えた著書が多くな
ることで速書きの要素が増加し、本文は淡
墨だが書入れは中濃墨で書かれるようにな
る。50代後半になると最も書風が安定する。
字間や行間が均質化し、安定して中濃墨で
書かれる。晩年には字粒が大きくなり、字間
や行間に自由度と揺れが増していくが、線質
は一定に保たれている。
　これらの結果から、契沖の書は画一的な
様式に収まるものではなく、用途や状況に応
じて選択された多様な書風の総体として捉
えることができる。

第 3章　契沖の文字意識
　本章では、仮名一字ごとの字母選択に着
目し、契沖の文字意識を検討した。分析に
あたっては、運筆や字形といった可変性の
高い造形的要素ではなく、比較的安定した
要素である字母の選択に注目し、契沖自筆
本「古今和歌集」及び「一題一首和歌」を
中心に、平安期古筆および江戸期文献との
比較を行った。その結果、契沖の字母使用は、
「使用字母の種類」という点では江戸期の
仮名使用に依拠しつつ、古典書写において
は平安期資料に由来する字母が部分的に
残存するという特徴を示した。すなわち、契
沖の書写態度は、同時代の仮名表記を基盤
としながら、古典受容の過程で形成された
結果として理解される。

　また、契沖資料に散発的に現れる孤例字
母は、近世一般の仮名使用にはほとんど見
られず、契沖の著作である『和字正韻』（上
代から中古に亘って古文献に使用された万
葉仮名を分類し、いろは順に配列）に掲出さ
れる字母と部分的に対応することから、万
葉集研究の過程で接してきた字母群の影響
を受けた可能性が高い。さらに、江戸期の
主要な書家および僧侶の書跡を比較した結
果、入筆部の粘らない線質、ならびに画間
を広く取る結体のあり方において、元政の書
が契沖の書と最も近似していることが確認
された。このことは、契沖の書が同宗派を中
心とする書写環境の中で形成されたことを
示唆する。

第 4章　真偽鑑定
　本章では、第1章で抽出した真偽不明資
料を対象に、第2章で明らかにした書跡の特
徴との整合性を検討した。具体的には、字
形構造、行構成、墨調といった筆跡的特徴
を照合し、従来の極札や伝来情報に基づく
評価を補強する手続きをとった。その結果、
ほとんど全ての書跡が契沖自筆とみなすこと
ができた。

結
　従来の先行研究では、契沖の書はやや右
肩下がりであり、類例が少ないという評価に
とどまっていた。しかし本稿の調査結果から、
契沖の書はそのような単一の特徴によって
把握されるものではなく、用途や資料形態
に応じて書風を選択していることが明らかと
なった。また、字母選択の分析からは、江戸
期の仮名運用を基盤としながらも、古典書
写や万葉集研究の経験が部分的に反映さ
れていることが確認された。
　これらの結果は、契沖の書を特異な書風
の例として理解するのではなく、17世紀後半
における書写実態を示す具体的な資料とし
て捉え直す必要があることを示している。本
研究は、契沖の書跡を通して、近世期にお
ける仮名の書写実践の一端を実証的に明
らかにした点に意義がある。

海藤 侑里子
KAIDO Yuriko

契沖の書の様相―自筆本からの検討― 
及び作品「臨 欧陽詢 皇甫誕碑」「臨 元永本古今和歌集」「契沖詠富士山百首和歌より」
The Characteristics of Keichu’s Calligraphy: A Study of Autograph Manuscripts 
with “A Work Modeled on the Stele of Huangfu Dan by Ouyang Xun” “A Work Modeled on Kokin Wakashu, Gen’ei Version” “Poems from Keichu’s One Hundred Fuji Waka”

書領域 

（上段）臨 欧陽詢 皇甫誕碑
A Work Modeled on the Stele of Huangfu 
Dan by Ouyang Xun
軸　本紙 250.0×53.0cm　6幅　2025

（中段）臨 元永本古今和歌集
A Work Modeled on Kokin Wakashu, 
Gen’ei Version
折帖　本紙一紙 21.1×31.0cm　20葉
（第 1、第 7、第 10、第 13）
全体 27.0×814.0cm　2025

（下段）契沖詠富士山百首和歌より
Poems from Keichu’s One Hundred Fuji 
Waka
パネル　本紙一紙約 39.5×18.0cm
全体 239.5×273.9cm　2025
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序
　韓登安（1905–1976）は、中国浙江省蕭
山出身の篆刻家・書人であり、主に杭州
を拠点に活動した。細朱文印を中心とす
る整斉な印風を代表作とし、近代に発足
した重要な篆刻団体・西泠印社の総幹事
として、その運営に関与した点でも重要
な人物である。また西泠印社創始者の一
人で、清代浙派篆刻の後継者とされる王
福庵（1880–1960）に師事し、その芸術を
継承した篆刻家として理解されてきた。
　ところが、作品・著作の刊行が遅れた
こともあり、韓登安の研究は長く限定的
であった。近年、資料の公開が進み、作
風分析を中心とする研究も一定の進展を
見せているものの、彼の制作全体に通底
する傾向や、王福庵からの強い影響を前
提とした受容のあり方については、なお
十分には検討されていない。
　そこで本研究は、既出資料からうかが
える韓登安の篆刻制作における多様性を
意識しつつ、彼の最も代表的な細朱文印
風に焦点を絞った。この作風を彼の制作
全体に位置づけ、その諸相の解明ととも
に、王福庵の作風をいかに受け止め、いか
なる形で独自の造形へと展開していった
のかを明らかにすることを目的とした。

第一章　韓登安の篆刻制作の画期
―制作の多様化構造の視点から
　本章では、先行研究における韓登安の
篆刻制作の画期区分を再検討し、王福庵
との交友が始まった 1931年と、代表的な
組作品を発表した 1954年・1963年を転
換点として、韓の制作を四期に区分した。
　この区分に基づき、各期における作品
の題材・風格などを整理した結果、韓登安
の制作は、特定の印風へと段階的に収斂
するのではなく、複数の作風を並行して
展開していたことが確認された。なかで
も、組作品の制作が本格化し、細朱文印を
中心とする整斉な作風が洗練されていく
第二期（1932–1954）は、制作全体の方向性
を考えるうえで重要な時期である。
　また、若年期に見られる幅広い作風へ
の関心は、その後、王福庵の影響によっ

て整斉な印風が前面化した時期や、新中
国政権に関わる主題を導入した時期にお
いても失われることはなかった。むしろ
それは、作風や題材の多様化を促す契機
として機能しており、こうした制作のあ
り方は、韓登安の篆刻制作を貫く「多様
化構造」として捉えることができる。

第二章　同系統作風の細分化
―細朱文印を中心に
　本章では、前章で確認した制作全体の
「多様化構造」という視点を踏まえ、細
朱文印風を具体的に検討した。韓登安が
いかにして細朱文印風を細分化し、それ
ぞれの類型において造形上の違いを示し
たのか、またそうした差異がいかなる共
通性によって支えられているのかを明ら
かにすることを目的とした。
　まず、「整斉系」「円転系」「方折系」「古
文字系」の四類型を抽出し、各類型につ
いて王福庵の作例との比較を行った結
果、韓登安は王福庵に学びつつも、単一
の典型に収斂せず、同系統作風における
差異を意識的に展開していたことが明ら
かとなった。さらに、各類型を横断する
共通の造形手法として、「文字間の連結」
と「筆画の嚙み合わせ」を抽出し、これ
らが細朱文印風全体に一定の統一感を与
える役割を果たしていることを示した。
　以上より、韓登安の細朱文印風は、外
的影響の受容を前提としつつ、複数の類
型を内包しながら、共通の造形手法に
よってまとめられていたことが明確化さ
れた。このような細分化と統合のあり方
は、前述した制作全体の「多様化構造」が、
細朱文印風という特定領域におけるミク
ロな展開として位置づけられた。

第三章　韓登安細朱文印風の系譜的検証
―王福庵の印風変容との関係から
　本章では、韓登安の細朱文印風が、王
福庵の印風変容といかなる関係のもとで
成立したのかという問題を設定し、その
系譜的検証を行った。
　まず、王福庵の細朱文印風における
「基調の形成→整斉化→定型化」という

変容過程を整理した。その結果、韓登安
が王福庵と接触し始めた「基層受容」の
段階（1931–1937）は、王の細朱文印風
がなお定型化に至る以前の、造形的な柔
軟性を保持した段階に位置づけられるこ
とが明らかとなった。その後、戦時期
（1937–1945）の交流の中断を経て、韓登
安は独自の造形意識を形成しつつ、戦後
には王福庵の作品を改めて俯瞰的に参照
するようになる。この段階における受容
は、形態をなぞる模倣ではなく、文字構
成や字法の調整に見られる制作上の判
断や経験を読み取る姿勢へと変化してお
り、1940年代後半以降の「再構成的受容」
と位置づけられる。
　これら二段階の受容がいずれも韓登安
の制作の第二期に始まっている点は、第
一章で示した同時期の重要性を、受容構
造の側面からも裏づけるものである。
　以上の二段階を重ね合わせることで、
韓登安の細朱文印風は、単純な継承でも
断絶した独創でもなく、王福庵の制作に
潜んでいた創造的余地を引き継ぎ、それ
を自身の制作における「多様化構造」の
中で二重に展開させた成果として理解す
ることが可能となった。

結
　本研究により、韓登安の細朱文印風は、
制作全体に通底する「多様化構造」の一
部として位置づけられ、単一の典型では
なく、複数の類型を併存させつつ共通の
制作手法によってまとめられた作風であ
ることが明らかとなった。
　また、王福庵との関係において、韓登
安は完成された印風を模倣したのではな
く、その形成・変容過程に内在する造形
的可能性を受容し、自身の制作体系の中
で重層的に再構成していたことが確認さ
れた。
　両者の関係を単線的な継承ではなく、
段階的かつ動態的な受容として捉え直し
た点に、本研究の独自性がある。今後は
この視点をさらに拡張し、近代以降の篆
刻作風の多様化や、流派の再構築に内在
する力学の解明へと応用していきたい。

林 崇威
LIN Chongwei

韓登安の細朱文印風に関する研究―制作の多様化構造を手がかりに― 
及び作品「臨 名家家集切」「摹刻 韓登安 毛沢東十六字令三首」「陶庵夢憶選鈔」
The Fine Red-character Seal Style of Han Deng’an: A Study from the Perspective of Stylistic Diversification 
with “A Work Modeled on Meika Kashu-gire” “A Work Modeled on Mao Zedong’s Three Sixteen-Character Orders by Han Deng’an” “Selected Passages from Tao’an Mengyi”

書領域 

（左上）陶庵夢憶選鈔
Selected Passages from Tao’an Mengyi
軸　本紙 180.0×40.0cm　4幅　2025

（右上）臨 名家家集切
A Work Modeled on Meika Kashu-gire
額　本紙 26.0×9.0cm、26.0×14.0cm、
28.0×15.0cm、26.0×6.0cm　
4葉（第 2葉）　2025

（下）摹刻 韓登安 毛沢東十六字令
三首
A Work Modeled on Mao Zedong’s Three 
Sixteen-Character Orders by Han Deng’an
額　本紙 25.0×19.0cm、9.0×11.0cm　
4葉（第 1・4葉）　2025
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序章
　琥珀や錆、アスファルトなど物質が固化す
ることで構築されるものは我々の身の回りに
多く見られる。造形表現の分野においても
固化を伴う多種多様な物質が作品の素材
として扱われるため、物質の固化プロセスを
活用した表現について様々な研究が行われ
てきた。しかしながら、その多くが特定の物
質に着目して材料の配合や硬化条件の最
適化を試みるものである。そこで、本研究で
は固化を伴う物質について広範に扱い、物
質の固化プロセスにおける環境に焦点を当
てることで、このような表現の多角的な拡張
を試みる。
　本研究の目的は物質の固化プロセスにお
ける環境操作を活用した表現についてその
特性を明らかにすることと環境操作の方法
を体系化することである。また、事例研究と
制作実践を通して、求める表現効果に対応
した環境操作を適用することが有効な手段
の一つであると提示し、このような表現の新
たな可能性を探求する。

第 1章　造形表現における物質の固化プ
ロセス
　第1章では、「造形表現における物質の固
化プロセス」について「素材が容易に変形し
ない状態に変化するプロセス」であると定義
した。また、固化のメカニズムに着目して先
行事例を整理・分析することで、物質の固化
プロセスの機能と表現効果の特徴について
考察し、本研究の対象範囲を整理した。
　物質の固化プロセスは形体生成を共通
の機能とした上で、構造の一体化や規則的
な構造から不規則な形体を展開するなど、
表現ごとに多様な機能を担うことがわかっ
た。そして、それぞれの機能に応じて、支持
体の存在感を活用した視覚効果や規則性・
不規則性が両立した印象など、多様な表現
効果をもたらす特徴があるとわかった。物質
の固化プロセスを活用した表現は、固化に
伴う物質の様 な々挙動を形体生成に活用す
ると同時に形体生成以外の機能も担って表
現効果を展開するため、多角的な拡張が見
込める表現であると考える。

第 2章　物質の固化プロセスにおける環
境操作を活用した表現の事例研究
　第2章では、「物質の固化プロセスにおけ
る環境操作」について「素材そのものは制
御せずに、素材が容易に変形しない状態へ
変化する際の素材の挙動に影響する要素を
部分的に制御して表現を展開する行為」で
あると定義した。また、環境操作の方法に着
目して先行事例を「物理的環境操作」、「時
間的環境操作」、「構造的環境操作」に大
別して整理・分析し、その機能と表現効果の
特徴について考察した。制作者が物質以外
の要素を意図的に選択して制御することで、
固化プロセスにおける物質の挙動や形体の
生成範囲・期間を誘導して形体生成を拡張
できることがわかった。また、作品の形体・
質感・構造・表現形式・偶発性の度合いを
拡張して、物質の固化プロセスがもたらす表
現効果を発展させたり、新規の表現効果を
誘発させたりすることがわかった。
　さらに、本章では操作対象・操作変数に
ついて整理することで、環境操作の方法を
体系化した。物理的環境操作において、物
質に働く重力方向の数や組み合わせを操作
できることが明らかになった。また、時間的
環境操作において、固化の進行に介入する
タイミングや前後の物理的環境の差異が操
作変数になり得ることを示した。

第 3章　樹脂の固化プロセスにおける環
境操作を活用した表現
　第3章では、エポキシ樹脂の固化プロセス
において様々な環境操作を活用してきた筆
者の過去の制作について言及した。
　樹脂の固化プロセスを活用した表現にお
ける環境操作の機能と表現効果の特徴に
ついて考察し、樹脂に働く重力方向を組み
合わせることで規則性と不規則性の両立し
た類似形体による集合体の構築が可能であ
ることがわかった。また、固化の進行に介入
するタイミングを正確に計ることで、視覚的
な変化量を調整できる場合があるとわかっ
た。さらに、環境操作の併用や色・光の効果
との併用による表現効果が活用できること
を明らかにした。

第 4章　樹脂の固化プロセスにおける重力
方向を基準とした操作と進行に介入する操
作を併用した表現̶修了制作「Tempest」
制作報告̶
　第3章までの論考と制作から、エポキシ樹
脂に働く重力方向を基準とした操作と固化
の進行に介入する操作を効果的に併用する
ことで、集合体・支持体・色による視覚効果
を展開できると考えた。上記を踏まえ、第4
章では修了制作「Tempest」に取り組み、こ
れについて言及した。
　本制作では、プラダン内部に着色した樹
脂を注入し、樹脂に働く重力方向を垂直か
ら水平に変化させている。注入する樹脂の
色の順番を変化させてグラデーションにバ
リエーションを得た複数のパーツで空間を
構成した。
　本制作によって、物質に働く重力方向を
垂直から水平に変化させるタイミングを正確
に計ることで、広域的な形体の増幅・複雑化
が可能になることを明らかにした。本制作で
は、形体を通して支持体と色による視覚効
果を誘発することで、感覚を多層的に刺激
する場の構築を試みた。

終章
　事例研究を通して環境操作を体系化する
と共に、物質の固化プロセスにおいて環境
操作を活用することで物質の固化による形
体生成を多角的に拡張し、表現効果を展開
できることを明らかにした。また、制作実践
を通して本制作の新規性及び展開方法に
ついて考察することで、物質の固化プロセス
における環境操作を活用した表現の新たな
可能性について示唆した。これらにより、物
質の固化プロセスを活用した表現の拡張に
おいて、材料の配合や硬化条件の最適化を
図る方法だけでなく、求める表現効果に対
応した環境操作を適用することが有効な手
段の一つであると提示できたと考える。
　本研究の成果をもとに、環境操作の次元・
機能・影響力に着目して、その併用方法につ
いて体系化を試みることで、物質の固化プ
ロセスを活用した表現を拡張するための新
たな手段を探求できるであろう。

和田 祐香
WADA Yuka

物質の固化プロセスにおける環境操作を活用した造形表現　 
作品「Tempest」及び研究報告書
Artworks Utilizing Environmental Manipulation in the Material Solidification Process  
The Work “Tempest” and Research Report

構成領域

Tempest　サイズ可変（各シートW910×H1820×D6.5mm、18点組）　エポキシ樹脂、プラダン、アルミ　2025年
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序章
　構成学は、芸術を専門とする人々だけ
でなく、一般の人々の造形感覚や能力の
発達にも寄与する学問であり、造形表現
に関わる問題を対象に研究を行う。造形
表現に関わる活動のうち、造形の観察力
や発想力を充実させる「みる」という活
動は、“構造” から形態を発見したりも
のへの見かたを生み出したりする点で、
造形的な側面を持った活動である。この
造形的な側面は、類推を援用することで
分析的に考えることができるが、類推を
基盤に「みる」という活動が持つ造形的
な側面に着目して、実践のための理論を
示した事例は管見の限り見られない。
　そこで本研究は、造形表現の充実と拡
張を見据え、「みる」という活動を造形
的に実践するために必要な、類推を行う
ための “構造” をモデル化し、形態の発
見や造形表現の展開にもたらす効果や利
点の考察を行うことで、「みる」という
造形活動を実践するための基盤となる考
え方を示すことを目的とした。
　研究対象は、「みる」という活動のう
ち類推を基盤とした見かたである。さら
に、類推に必要な “構造” は、圏論によ
りモデル化したものを用いた。

第 1章　「みる」という活動の造形的な
側面とは
　第 1章では、構成学が対象とする造形
活動について概観し、物理的な道具や素
材を用いない、「みる」という感性的な
活動についても、構成学の研究対象であ
ることを示した。また、「みる」という
活動のうち次の 2つの活動を、「みる」
という造形活動であると明確化した。①
視野の中から “構造” 的に形態を見出す
こと。②見ている表現対象を偶然の産物
として捉え直し、改めて見かたの可能性
を考え組み立てること。

第 2章　形態を見出すための “構造” の
モデル化
　第 2章では、「みる」という造形活動
の実践に必要な “構造” を、認知科学に

おける類推と類似性を援用して明確化
し、圏論を用いてモデル化を行った。モ
デル化では半順序集合の圏を利用し、類
推に必要なベースとなる “構造”を〈型〉
として定義した。また、〈型〉に基づい
て対象が類推される前段階のターゲット
を〈もの〉と定義した。
　定義した〈型〉と〈もの〉を用いて「みる」と
いう造形活動が対象とする 2つの活動を、
次のようにそれぞれ具体化した。①ベース
となる〈型〉をもとに、ターゲットである視
野の中から、アナロジーや抽象による類推
を行うことで、これまで気づかなかった形
態を見出す活動。②見ている表現対象の
〈もの〉の状態に立ち返り、改めて見かたの
可能性について考え、組み立てる活動。

第 3章　「みる」という造形活動のため
の〈型〉の抽出
　第 3章では、写真表現を対象として、
「みる」という造形活動のための〈型〉
の抽出と分析を行った。抽出のために、
〈型〉に基づく 4つの分類区分、抽象化
タイプ過程型・完了型、設定タイプ機能
型・観点型の設定と、類似性のレベルに
基づく分析手順〈pre・TFAT〉を設計した。
　分析の結果、「みる」という造形活動の
実践のために利用可能な〈型〉を 6つ抽出
した。（例：〈型・空間+生み出す+関係性〉）
また、特定の表現には、見かたの〈型〉と作
品化の〈型〉が存在することを分析した。
この作品化の〈型〉は、作品間のプラグマ
ティックな類似性を見出し、カテゴリー
化するための〈型〉であると考察した。
　これらの結果と考察に基づき、「みる」
という造形活動のための〈型〉の展開と、
特定の表現のための〈型〉の整理を取り
入れた分析手順〈TFAT〉を再設計した。
　最後に、〈型〉の効果的な分析方法と
〈型〉を用いる利点についてまとめた。

第 4章　写真表現との協働―修了制作
《Element-Relation》―制作報告
　第 4章では、第 3章で抽出した〈型〉が
「みる」という造形活動で機能することを
確認するとともに、「みる」という造形活動

の意識的な実践が、形態の発見や造形表
現の展開にどのような効果をもたらすの
かを考察するために、カメラを用いて次の
4つの実践を実施した。①抽出した〈型〉に
基づく実践。②「みる」という造形活動で完
結する実践。③カメラの機能に着目した表
現で完結する実践。④「みる」という造形
活動と写真表現とを協働させる実践。
　4つの実践の結果から、〈型〉が「みる」
という造形活動の実践に機能するととも
に、日常の体験と造形表現とを “構造”
的に接続し、造形表現を充実させる可能
性があることを考察した。
　また、「みる」という造形活動を、鑑
賞者が無意識的に実践できる空間を生
み出すことを目的として、実践で撮影
した 18点の写真で構成した修了作品
《Element-Relation》を制作した。

終章
　本研究では結論として、「みる」という
活動を造形的に実践するための考え方
を次の 3点にまとめた。①「みる」とい
う活動は「“構造” に基づき視野から形態
を見出す」という意識と「改めて見かた
を考え組み立てる」という意識を持つこ
とで、造形活動として実践することがで
きる。②「みる」という造形活動の実践
には、見かたを充実させるための〈型〉の
分析、〈型〉を活用した形態の発見、造形
表現との接続の 3つのステップがある。
③「みる」という造形活動の意識的な実
践は、日常の体験を造形表現へ接続する
とともに、造形の手法との掛け合わせに
よって造形表現の可能性を拡張する。
　また、本研究成果の意義は、感性的で視
覚化できない「みる」という活動を、“構造”
をモデル化した〈型〉を用いて視覚化した上
で、造形表現と接続した点にある。今後の課
題としては、〈TFAT〉を用いた分析の対象を
広げ、見かたの〈型〉の充実と体系化を行う
ことや、ワークショップ等を設計し実践す
ることで、教育現場へ導入するための基盤
となる知見を得ることが挙げられる。本研
究は、「みる」という活動に着目した構成教
育の展開の基盤となる可能性がある。

石毛 亮太
ISHIGE Ryota

造形表現における要素の知覚と構造化―写真表現における実践と考察― 
作品「Element-Relation」及び研究報告書
Perception and Structuring of Elements in Visual Expression —Practice and Investigation in Photographic Expression—  
The Work “Element-Relation” and the Research Report

構成領域

Element-Relation
1000×4900mm
インクジェットプリント　18点組
2025
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序章
　本論は、筆者の鑑賞体験を起点に、ジャ
スパー・ジョーンズ（1930–）初期作品
とミニマル・アートを研究対象として、
「現実の絵画空間」と言われる経験の構
造を美学的に明らかにすること、さらに
研究対象の両者におけるその経験の共通
点、及び相違点を示すことを目的とする。
ここでの「現実の絵画空間」とは、グレ
ゴール・シュテムリヒ（1953–）の用語
に拠りつつ意味を拡張して、「鑑賞者の
身体が置かれた現実の場が、絵画空間と
して認識される状態のこと」として筆者
が再定義した概念である。
　前提として本論では、絵画が（1）支
持体や絵具、鑑賞者の身体が属する物理
的な現実空間（real space）と、（2）それ
らが構成されイメージとして提示される
幻影空間（illusionistic space）という異な
る位相をもつメディアである、という整
理から出発する。身体が物質として現実
空間に属し、原理的に絵画空間へ「入り
込む」ことができないように、両者のあ
いだには隔たりがある。しかし本論は、
むしろその境界が一瞬曖昧になる経験に
注目し、それを「現実の絵画空間」と呼
び、美学的解釈を与える。
　研究方法は、自己の鑑賞記述、作品
分析、ならびにレオ・スタインバーグ
（1920–2011）とシュテムリヒの議論を中
心とする文献調査の併用である。

第一章　ジャスパー・ジョーンズ
　第一章では、スタインバーグが用いる
subject（単に「主題」と収まらない語）を手掛
かりに、ジョーンズ作品を（1）subjectの意味、
（2）subjectの構造 /メディウム、（3）subjectが
もたらす経験、の三側面から整理し、作品と
鑑賞者の関係＝経験の構造を分析する。
　ジョーンズの絵画は、国旗や標的、数
字といった記号が描かれている。スタイ
ンバーグの指摘を踏まえると、これらは
対象の「模倣」としてではなく、記号が
「それ自体」として機能・提示される点
に特徴がある。この時ジョーンズの絵画
は、「現実的現前（real presence）」ないし

「態度の変化」（スタインバーグ , 1962）1）

をもたらし、そのことで鑑賞者は、絵画
と自分とのあいだに生成される関係性を
自覚する。ジョーンズの絵画は、記号
「それ自体」として提示されるがゆえに、
象徴的意味や表現的内容へ回収されにく
い。にもかかわらず、作品との距離や関
係性を自覚した鑑賞者の内側で「感情」
が生起する̶̶この点に、経験の一つの
構造があることを確認した。
　最後に、以上の構造を筆者の《Flag》の
鑑賞体験とも照合し、その場合に「現実の
絵画空間」が経験し得るかを検討した。

第二章　ミニマル・アートの絵画空間
　第二章では、ミニマル・アートの概観を
整理したうえで、その絵画空間を検討し
た。ミニマル・アートが「ミニマル」と呼
ばれる所以は、まず単純で幾何学的な形
体にある。表面は作者の手跡が残らない
よう処理され、いわゆる表現的な印象が
少ない。鑑賞者は工業製品のような物体
を前にして、それが作品であるのかと戸
惑うことさえある。つまり、「作品を作品
として作品でないものから区別する度
合いが極端に低い」（千葉 , 1987）2）とも言
える。したがって「最小限（ミニマル）」と
は、第一に形体の単純さを意味するが、同
時に「美術作品らしさ」の度合いが最小限
である、という意味でも理解できる。
　またミニマル・アートは立体作品とし
て理解されることが多いが、その表現が
「それまでの美術（なかでも絵画）に対す
る根本的な批評を具体化するものであっ
た」（岡田 , 1990）3）ことを踏まえ、本論で
はミニマル・アートを「絵画空間」の問題
系のなかに位置付ける。ただしミニマ
ル・アートは、あるイメージや主題が「何
として」現前するかという表象の問題で
はなく、「何かがここに在る」という事態
そのもの̶̶すなわち現前性を問題化す
る点が重要である。そのことによって、
絵画空間（＝イリュージョン）と物理的な
現実空間の関係自体が前景化され、この
視点が本論の問題意識と重なっている。
　以上の理論的整理を踏まえ、ミニマル・

アートを具体的に把握するため、作品を構
成する空間を「現実空間 /幻影空間 /文字
通りの空間」（シュテムリヒ , 2001）4）の三つ
に区分した。そしてこの区分を作品分析に
適用し、ミニマル・アートにおいても「現実
の絵画空間」が経験されうるかを検討した。

第三章　ジョーンズ初期作品とミニマ
ル・アートの比較
　第一章・第二章で得られた構造を比較
し、両者が共通の到達点（現実の絵画空
間）へ至りつつも、異なる経路をとること
を示す。すなわち、ジョーンズの絵画では
「現実的現前」から、イメージが現実の場へ
滲出するように経験されるのに対し、ミニ
マル・アートでは「文字通りの空間」を契機
として、現実空間と絵画空間が同一の場に
おいて相互に連動するように経験される。

終章
　以上の二つの経路が、いずれも鑑賞者
の立つ場へ作品が介入するという「現実の
絵画空間」の経験を成立させることを、構
造的に示した。ただし、その射程は検討し
た文献と事例の範囲に限られるため、他作
例への適用と検証を今後の課題とする。

作品
　研究制作報告として、作品《人の絵》
（2025–26、キャンバスに油彩、4点）を
発表する。この作品では、画面に人の像
が立ち上がることそれ自体を主題にし
た。言い換えれば、何かが生まれること、
出来事が起こる場としての画面をつくり
たかった。一番大きい肌色の絵は母子像、
二番目に大きいオレンジ色の絵は二人が
抱擁する像を想定している。

1)  Leo Steinberg：Other Criteria: Confrontations with 
Twentieth Century Art, Oxford University Press, 1972, 
p42, p29–30. 筆者翻訳

2)  千葉成夫：ミニマル・アート, リブロポート, 1987, 
p23–24

3)  岡田隆彦：Minimal Art, 西武百貨店, 1990, p5. （ ）は
筆者補足

4)  グレゴール・シュテムリヒ, （訳）清水穣：ミニマル
マキシマル ミニマル・アートとその展開, 千葉市美
術館, 2001, p16

大脇 僚介
OWAKI Ryosuke

現実の絵画空間の経験―ジャスパー・ジョーンズ初期作品とミニマル・アートから― 
作品「人の絵」及び研究報告書
The Experience of Real Space as Pictorial Space— Through Jasper Johns’s Early Works and Minimal Art — 
Artwork: “Painting the Human” and Research Report

総合造形領域

人の絵
Painting the Human

194×131cm、146×97cm、91×73cm、50×72.5cm
キャンバス、油彩

2025-26年
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山岡 一樹
YAMAOKA Kazuki

プロジェクションマッピングにおける現代的視覚の批評構造 
―ロザリント・クラウスの「パルス」概念を手がかりに―
A Critical Structure of Contemporary Visuality in Projection Mapping 
—With Reference to Rosalind Krauss’s Concept of “Pulse”—

総合造形領域

序論
　本研究は、プロジェクションマッピン
グが現代の視覚体験に対して有しうる批
評的可能性を、ロザリンド・クラウスの
提示した「パルス」概念を手がかりに明
らかにすることを目的とする。スマート
フォンや街頭ディスプレイ、店内の注文
端末など、私たちは無数のスクリーンに
囲まれて生活しており、映像体験は情報
伝達や娯楽にとどまらず、社会的行為を
支える日常のインフラとして定着してい
る。一方で、映像を成立させる支持体や
装置、制度的条件は前提化され、鑑賞者
の意識から消去されやすい。メディアが
媒介であることが見えにくくなると、映
像はあたかも出来事そのもののように受
容され、他者によって設計・制御された
経験を無批判に「自分の体験」として取
り込んでしまう危険性を孕む。本研究は
この状況を問題として、支持体と映像の
関係が不可避的に露呈するプロジェク
ションマッピングに着目し、「透明性」で
はなく「媒介性」を感覚的に立ち上げる
視覚構造を、理論的・実証的に検討する。
プロジェクションマッピングを単なる技
法や演出としてではなく、現代の視覚文
化に内在する構造を明らかにする装置と
して捉える点に、本研究の意図がある。

第 1章
　第 1章では、ジョナサン・クレーリー
の視覚論を参照し、プロジェクターを視
覚メディア史の中に位置づける。クレー
リーが区別する「視覚（vision）」と「視
覚性（visuality）」を手がかりに、見るこ
とが生理機能にとどまらず、歴史的・社
会的・文化的条件によって制度化されて
きた過程を整理する。19世紀の光学装
置（ゾートロープ、フェナキスティスコー
プ、ステレオスコープ等）が示したのは、
観察者の身体的関与が錯覚を受動的に受
け取るのではなく、能動的に生成すると
いう事実である。さらに、映画は集団的
鑑賞を制度化し、テレビは家庭へ、イン
ターネットは参加へ、スマートフォンと
ショート動画文化は手元の小画面での個

別的・操作的な視覚へと、観察者像を段
階的に変容させてきた。こうした「平面
化された視覚」に慣れた現代において、
プロジェクションマッピングは二次元映
像と三次元物体を交錯させ、現実空間そ
のものを横断しながら外部世界を拡張す
るイリュージョン装置として位置づけら
れる。また、VR／ ARが視界を閉じて
仮想内部への没入を強化するのに対し、
プロジェクションは現実空間を開いたま
ま、現実と虚構の関係そのものへの気づ
きを促しうる点で異なる特性をもつ。本
章の検討を通じて、プロジェクターは映
像を表示するための中立的な装置ではな
く、観察者の身体的関与や空間的条件を
含み込んだ視覚メディアとして位置づけ
られる。この整理は、後続章においてプ
ロジェクションマッピングを批評的に捉
えるための歴史的・理論的前提となる。

第 2章
　第 2章では、クラウスの「パルス」概
念とポスト・メディウム論、とりわけ「技
術的支持体」を導入し、プロジェクショ
ンマッピングにおいてパルスが生起する
条件を理論的に整理する。クラウスのい
うパルスとは、イリュージョンへの没入
と、それを支える装置や物質への覚醒と
が断続的に往還する知覚のリズムであ
る。デュシャンの回転円盤作品《ロトレ
リーフ》や、ジャコメッティの《吊るさ
れた球》の検討を通じて、回転や反復と
いった運動が形態の同一性を揺さぶり、
視覚の身体性、すなわち眼差しの欲望を
喚起しながら、像の生成と解体を断続的
に経験させる構造を確認した。これを踏
まえ、本研究ではプロジェクションマッ
ピングを「映像・装置・空間・制度」が
交錯する技術的支持体として捉え直し、
支持体の材質や形状、投影条件、鑑賞者
の移動や視線誘導が相互に関係すること
で、パルスを強調しうる構造を整理する。

第 3章
　第 3章では、トニー・オースラー、クレ
イグ・ウォルシュ、ジョアニー・ルメルシエ

の作品を対象に、投影と支持体の相互作
用、鑑賞者の知覚の変化、支持体選択に
含まれる批評性を分析する。各事例にお
いて、映像への没入が成立する一方で、
表面の凹凸やスケール、鑑賞者の身体の
位置取り、投影のズレや環境条件が介入
し、鑑賞者が支持体や装置の存在へ引き
戻される契機が確認できる。三作品の比
較から、プロジェクションマッピングは
没入と覚醒の往還を意図的に設計するこ
とで、媒介条件を可視化し、現代の視覚
文化の前提を批評的に露呈させうること
を示す。研究方法としては、理論的考察
と事例分析を往復させる方法を採用し、
①投影と支持体の相互作用が生む視覚
的・意味的効果、②鑑賞者の身体配置（視
距離、視線移動、回遊）と知覚の誘導、
③作家の意図と展示環境の条件、の三観
点から作品を記述する。これにより、作
品を単なる「映像コンテンツ」ではなく、
「経験を生成する装置配置」として読み
解くことが可能となる。

結論
　本研究の意義は第一に、プロジェク
ターを単なる映像の出力装置としてでは
なく、観察者の視覚性そのものを組み替
えるメディアとして位置づけ直した点に
ある。第二に、クラウスの理論をプロジェ
クションマッピングへ接続し、支持体の物
質性を中心に据えた分析軸（投影面の可
変性、環境光、距離、解像度、音響や導線を
含む総体）を提示した点にある。第三に、没
入の強度のみを価値化する近年の体験設
計に対し、没入を断ち切る「覚醒」の契機を
同時に設計することが、映像文化の制度
的前提に問いを投げ返す方法になりうる
ことを示した点にある。以上の検討から、
プロジェクションマッピングは、現代の
視覚文化に内在する透明性の構造を撹乱
し、媒介条件を可視化する批評的実践と
して位置づけられる。本論文は、プロジェ
クションをめぐる歴史的系譜、理論的枠組
み、具体的作品分析を接続することで、現
代の視覚文化における批評構造としての
プロジェクションマッピングを提示した。

揺れて、醒める
The Swaying Dream, The Awakening Body
W3000×D3000×H3000mm
インスタレーション、プロジェクター・レース布
2025年
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序論
　本論文の目的は、道具としての機能を
有する立体造形作品の鑑賞構造を、「遊
び」という概念を用いて明らかにすること
である。対象は彫刻やインスタレーショ
ン等の立体造形のうち、実際に使う、操作
するといった道具的機能を備えた作品で
ある。現代の美術鑑賞、とりわけ美術館に
おいては、観客は作品を静かに鑑賞する
受信者として位置づけられてきた。一方
で、20世紀後半以降、観客が作品に物理
的・精神的に働きかけ、体験そのものを作
品として提示する実践が存在感を増して
きた。こうした背景のもと、本論文は、道
具としての機能を有する立体造形作品に
見られる鑑賞構造を射程として論じる。
　筆者は道具としての機能を有する
立体造形作品を制作する作家である。
《DOGLAN》では、巨大な犬の造形物に
モバイルルーターという機能を付与し、
鑑賞者が実際に接続し使用する体験を作
品として提示した。また、明和電機での
制作や展示の現場において、作品が多く
の人に使用され、遊ばれている様子を繰
り返し観察してきた。これらの経験から、
作品は単なる物体ではなく、人と作品と
の関わりの中で立ち上がる現象であり、
道具的な作品における「使う／遊ぶ」と
いう関与が重要な鑑賞体験であるという
問題意識を持つに至った。

第 1章　これまで論じられてきた道具と
人間の関係性
　第 1章では、作品と人との関係性に芸術
作品の価値を見出すリレーショナル・アー
トの議論を参照し、本論文の理論的前提
を確認した。ニコラ・ブリオーが提唱した
リレーショナル・アートは、芸術の価値を
物体ではなく、作品を介して生まれる人と
人との関係そのものに置く考え方であり、
鑑賞者を作品成立に関与する能動的な参
加者として位置づける視点を与える。
　次に、本論文における「道具」の定義を、
ハイデガーの道具論を援用して確認した。
道具とは特定の目的を実現するための手段
であり、その本質は有用性にある。本論文で

は、この定義を踏まえ、道具としての機能を
有する立体造形作品を、鑑賞体験の中で検
討する立場をとる。
　さらに本章では、これまで論じられてきた
人間と道具の関係性を、「像」「形式」「効率」
という三つの観点から整理した。「像」は
体験が表象によって代理される状況を示し、
「形式」は設計や制度が行為のあり方を枠
づける構造を指す。「効率」は最適化を至上
とすることで寄り道や試行錯誤を排除する
傾向である。これらはいずれも、本来は目的
達成を補助するための道具的手段でありな
がら、人間の主体性や遊びの可能性を縮減
してきた側面を持つ。本章は、道具が関係
を媒介すると同時に、関係を抑制しうる力を
持つことを結論とした。

第 2章　遊びの基礎概念を基にした考察
軸の提示
　第2章では、道具としての機能を有する立
体造形作品を分析するため、「遊び」の概念
を整理した。ホイジンガは遊びを、日常生活
の外にあり、物質的利害関係と結びつかな
い自由な行為として定義した。カイヨワは遊
びを、アゴン、アレア、ミミクリ、イリンクスの
四類型に分類した。さらにガダマーは、芸術
鑑賞そのものを、作品と鑑賞者の相互作用
から意味が生起する「遊び」として捉えた。
　これらの理論を基に、本論文では三つ
の考察軸を設定した。第一に、作品に内
在する遊びの類型である。第二に、作品
の目的と機能に着目し、鑑賞行為が手段
としての使用なのか、非生産的な遊びな
のかを検討する視点である。第三に、鑑
賞者の参加を通じて生まれる関係性やコ
ミュニティの生成である。本章は、以降
の作品分析と考察のための理論的枠組み
を提示する章である。

第 3章　道具としての機能を持つ立体造
形作品の分析
　第 3章では、イサム・ノグチの遊具彫
刻、岡本太郎の《坐ることを拒否する椅
子》、明和電機の《オタマトーン》を分析
対象として取り上げ、それぞれの制作背
景、造形的特徴、道具としての機能のあ

り方を整理した。本章は、第 4章におけ
る鑑賞構造の考察に先立ち、事例の事実
関係を確認することを目的としている。

第 4章　遊びの概念を用いた道具として
の機能を持つ立体造形作品の考察
　第4章では第2章で設定した三つの考察
軸を用い、第3章で取り上げた三作品の鑑
賞構造を分析した。イサム・ノグチの遊具彫
刻では、鑑賞者が彫刻に登る、滑るといった
身体的行為を通じて作品に関与する。この
とき鑑賞者は作品との関係の中で振る舞い
を選択している。岡本太郎の《坐ることを拒
否する椅子》では、椅子という日常的な道具
の像が提示されながら、その機能が拒否さ
れることで、鑑賞者の行為や認識が揺さぶ
られる。鑑賞者は「坐る」という目的から切
り離され、椅子に向き合う自身の振る舞いそ
のものを意識することになる。明和電機の《オ
タマトーン》では、楽器としての機能と擬人
化された造形が併存し、鑑賞者は演奏と遊
びの間を往復する体験を行う。いずれの作
品においても、道具としての機能は目的達成
のためではなく、鑑賞者の主体的な試行錯
誤や関与を引き出す方向へと作用している。
　これらの分析から、第 4章は、道具
としての機能を有する立体造形作品が、
ごっこ遊びなどのミミクリ的な遊びの構
造を通じて、鑑賞者を受動的な観察者で
はなく、作品との関係の中で意味を生成
する参加者へと転換させていることを示
した。また、作品に残る痕跡は、鑑賞体
験が一過性の使用ではなく、関係の履歴
として蓄積されることを示している。

結論
　以上の分析から、本論文は、道具として
の機能を有する立体造形作品の鑑賞構造
を、「遊び」として位置づける。鑑賞者は
作品の提示するルールを受け入れ、日常
の目的や効率から一時的に切り離される
ことで、作品と関わりながら意味を生成
する参加者となる。そこでは、鑑賞者同
士の関係性やコミュニティが生じる。本
論文は、この鑑賞構造を明らかにした。

澤田 亮
SAWADA Akira

「遊び」の概念を用いて分析する道具としての機能を有する立体造形作品の鑑賞構造 
作品「かぞえもん」及び研究報告書
The structure of art appreciation in three-dimensional sculptural works with tool-like functions, analyzed through the concept of “play” 
Work “Kazoemon - the counting gate monster” and research report

総合造形領域

かぞえもん
Kazoemon - The Counting Gate Monster
幅 4000mm  高さ可変  奥行 500mm
ミクストメディア
2025年
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峰 菫
MINE Sumire

私的世界の拡張表現―展示空間に浮かぶデフォルメされた造形― 
作品「魚のランプ」及び研究報告書
Expansion of a Private World — Deformed Sculptural Forms Floating within the Exhibition Space — 
The Work Fish Lamp and the Research Report

総合造形領域

序章
　本研究は、生き物をモチーフとした造
形表現において、人間的な自我や気配を
ほのかに感じさせる表現がいかにして成
立しうるのか、またそれがどのような視
覚的要素や形式によって支えられている
のかを明らかにすることを目的とする。
現代社会において、生き物のイメージは
美術作品に限らず、キャラクター商品や
広告、デザイン、デジタルコンテンツな
どを通じて大量に流通している。その多
くはキャラクター化や擬人化を通して親
しみやすさや分かりやすさを重視し、過
度なデフォルメや物語性の付与によっ
て、生き物を感情移入しやすい「理解可
能な存在」として提示している。
　一方で筆者は、そうした分かりやすさ
や共感の即時性とは距離を取り、鑑賞者
に意味や感情を積極的に語りかけるので
はなく、ただ静かに「そこに在る」存在
として立ち現れる生き物造形に強い関心
を抱いてきた。本研究は、筆者自身の制
作経験に根ざしながら、このような造形
の在り方を整理し、「擬人格化」という
独自の概念を通して、その造形的条件と
意義を検討するものである。ここでいう
擬人格化とは、対象とコミュニケーショ
ンをとるために人間的属性を付与する擬
人化とは異なり、作者の自己投影や象徴
性を最小限に抑えながら、生き物を自律
した一個体として成立させようとする造
形的態度を指す。

第一章
　第一章では、本研究の基盤となる「擬人
格化」および「存在感」という概念について
整理し、生き物造形や擬人化に関する先行
研究を概観した。心理学や認知科学、デザ
イン分野における擬人化研究では、擬人化
は対象への親近感や理解を促進する手法
として扱われることが多く、対象と人間と
の心理的距離を縮める機能が重視されて
きた。しかしこの枠組みにおいては、対象
はあくまで人間の感情や理解のために位
置づけられる存在であり、他者としての不
透明さや距離は十分に検討されていない。

　これに対し、本研究が提示する擬人格
化は、人外の存在を人間に近づけるため
の手法ではなく、正確な意思疎通や完全
な理解が不可能であることを前提とした
関係性に立脚している。擬人格化された
造形は、鑑賞者に共感や親近感を喚起し
つつも、同時に「理解しきれなさ」や距離
を保持しており、その緊張関係こそが作
品の存在感を形成する重要な要素である
ことを、本章では理論的に明らかにした。

第二章
　第二章では、古代から現代に至る生き
物造形の歴史を、宗教的・文化的背景、
象徴性、擬人化表現の変遷という観点か
ら概観した。古代や中世において、動物
は神話や信仰と深く結びついた象徴的存
在として造形化され、人間の世界観や価
値体系を可視化する役割を担ってきた。
近代以降は、科学的視点や写実的表現の
発展によって、生き物は観察・記録の対
象として捉えられるようになる一方、現
代においてはデフォルメやキャラクター
化を通じて、再び感情移入しやすい存在
として再構築されている。
　こうした歴史的流れを踏まえ、第一章
で見出した擬人格化の核である「他者性」
は、動物をモチーフとすることに起因す
ると結論付けた。擬人格化は鑑賞者に一
定の親近感や感情的接点をもたらす一方
で、完全な理解や同一化には至らない距
離を必然的に内包している。本章では、
その距離を支える要素として動物モチー
フの有効性に着目し、人間と異なる身体
性や生態を持つ動物という存在が、擬人
格化表現における「他者性」の基盤とな
りうることを確認した。

第三章
　第三章では、現代において生き物をモ
チーフに制作を行う作家の事例として、三
沢厚彦、堀本達矢、土屋仁応を取り上げ、
それぞれの作品に見られる造形的特徴お
よび制作思想を分析した。本稿において
この三名を選定した理由は、いずれも単
なる擬人化や装飾的表現にとどまらず、

動物という存在を媒介として、「自己と他
者」「存在の在り方」「生命感」といった根
源的な問いに向き合っている点にある。ま
た、生き物モチーフに対する距離の取り方
や関与の度合いは作家ごとに異なり、その
差異が擬人格化表現の幅を示している。
　筆者の制作は、これら三名のいずれと
も完全には重ならず、作者の自己投影や
象徴性、同一化を極力避け、作品を作者
から切り離された独立した他者として成
立させようとする点に特徴がある。した
がって本章では、三名の作家を比較対象
とすることで、擬人格化表現における筆
者独自の立場を相対的に明らかにするこ
とを目的とした。
　本章の分析を通じて、擬人格化された
生き物造形が成立するためには、過度な
感情表現や明確な物語性を排し、意味を
限定しないまま存在させる造形的態度が
重要であることが確認された。これらの
作家の実践は、筆者自身の制作を支える
理論的枠組みとして位置づけられる。

終章
　終章では、本研究全体を総括し、擬人
格化とは、生き物を人間に近づける行為
ではなく、人間とは異なる存在として向
き合い、その差異を保持したまま造形と
して定着させる試みであると結論づけ
た。生き物というモチーフは、「自己」と
「他者」、「自我」と「非自我」の関係性
を可視化するための有効な媒体であり、
その存在を作者や鑑賞者から切り離され
た自律的な一個体として成立させること
が、筆者の造形表現の核となっている。
　また、本研究で整理した擬人格化の視
点は、単体の造形表現にとどまらず、展
示空間を含めた造形の在り方を考える上
でも有効な理論的枠組みを提示するもの
である。意味や物語を前面に押し出すの
ではなく、空間の中に複数の存在を配置
することで立ち上がる「状況」そのもの
に着目する視点は、今後の造形表現や研
究においても展開可能な基盤を示すもの
であり、本研究はその理論的足場を提示
するものとして位置づけられる。

魚のランプ
The Fish Lamp
H3000×W4000×D2000mm
ミクストメディア
2025
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はじめに
　本研究は、デンマークのフォルケホイ
スコーレにおける陶芸教育環境が、陶芸
作家の作陶思考および内面的動機形成に
どのような影響を及ぼしているのかを明
らかにすることを目的とした。デンマーク
陶芸は、先史時代に起源を持ち、生活用具
としての工芸、産業化以降のデザイン、現
代美術と接続する芸術という複数の側面
を内包しながら発展してきた。こうした
多義性は、作家の制作傾向や思考形成に
深く関与しており、とりわけ教育制度の
果たす役割は極めて大きい。本稿では、デ
ンマーク陶芸および陶芸教育の発展の軌
跡を追うとともに、成果物そのものより
も制作過程や思考の深化を重視するフォ
ルケホイスコーレの教育姿勢が与える作
家の内面や創造的造形思考への影響およ
びその教育的価値を考察する。また、留学
での体験および現地調査と自身の修了研
究制作との関連性に焦点を当て、フォル
ケホイスコーレの教育がいかに筆者の作
陶思考に影響を与えたかを分析した。

第 1章　デンマークおよびスカンディナ
ビア地域の陶芸の歴史的背景と位置付け
　本章では、デンマークおよびスカン
ディナビア地域における陶芸の歴史を、
先史時代から近代、さらに現代に至るま
で通史的に整理した。先史時代における
陶芸は、家庭内で生産される生活用具で
あると同時に、共同体間の関係性や地域
的アイデンティティを象徴する媒体とし
て機能していた。その後、中世から近世に
かけて交易や王立コレクションを通じ、陶
芸は経済的・文化的価値を獲得していく。
　19世紀以降の産業化とデザイン思想
の流入は、陶芸を機能性と美的価値の両
立を志向する分野へと変化させ、20世
紀以降は展覧会や美術館、研究機関の活
動を通じて、工芸の枠組みを越えた芸術
的実践として再定義されていった。
　本章では、こうした変遷を通して、デ
ンマーク陶芸がデザインと芸術の狭間で
独自の位置付けを形成してきたことを明
らかにした。

第 2章　デンマーク陶芸教育とフルケホ
イスコーレにおける教育効果
　本章では、デンマーク陶芸教育の制度
的背景および教育思想について整理し、
陶芸教育が作家の思考形成に及ぼす影響
を検討した。スロイド教育や近代デザイ
ン教育に見られる「手を動かしながら考
える」という理念は、素材との対話を通
して創造的思考や自己省察力を育む基盤
となっている。高等教育機関においては、
専門的な技術と理論の習得に加え、実験
的な制作や批評を通した思考の深化が重
視されている。
　一方、フォルケホイスコーレにおける
教育は、成績評価を行わず、対話と共同
生活を基盤とした学びを特徴としてお
り、生徒が自己と向き合いながら内面的
成長を遂げる機会を提供している。
　本章では、制度的教育と非制度的教育
の比較を通して、フォルケホイスコーレ
が陶芸作家の作陶行為の意識形成に果た
す役割を明らかにした。

第 3章　現地調査
　本章では、フォルケホイスコーレにお
ける現地調査およびデンマーク陶芸作家
へのインタビュー調査を通して得られた
知見を整理した。
　現地調査では、共同生活と対話を重視
する教育環境が生徒に自己省察の機会を
与え、失敗を恐れずに試行錯誤を行う制
作姿勢を育むことが確認された。また、
陶芸未経験者が制作を重ねる中で、当初
の固定観念的な発想から離れ、形態や素
材、プロセスに対する理解を深めていく
過程が観察された。
　フォルケホイスコーレの対話を重視す
る教育理念と実践は、創造的行為をする
上で重要な自己内省力と試行錯誤による
課題解決力を習慣づけられる点で、高等
教育機関での専門的な芸術教育を受ける
基本的態度を培うための「導入期」とし
ての役割を果たす可能性が示唆された。
　また、インタビュー調査ではフォルケ
ホイスコーレでの学習と指導経験を併せ
持つデンマーク現代陶芸作家への聞き

取りを行い、彼らの経験や知見を通して
フォルケホイスコーレの教育的価値を考
察した。彼らはフォルケホイスコーレ独
自の成績評価を必要としない教育制度に
高い価値を感じており、評価を恐れず熱
意に基づき制作した経験や、自由で新し
い取り組みの習慣が彼らの現在の作陶思
考の根幹となっていること、また、フォ
ルケホイスコーレの環境が生徒の柔軟な
発想や自己解決能力を涵養するための一
助となっていることが確認できた。
　これらの結果から、プロセス重視の教
育が創造性の発現を促進し、作家の思考
を柔軟にする効果を持つことが示唆さ
れた。

第 4章　修士制作作品制作報告
　本章では、筆者自身の修士制作を通し
て、作陶思考および表現の変遷を整理
した。
　これまで身体性を主題として制作を
行ってきた筆者は、教育経験や思想的背
景の影響を受けながら、素材との関係性や
制作プロセスそのものを重視する方向へ
と作陶思考を深化させてきた。また、フォ
ルケホイスコーレでの学習および実践経
験は筆者の固定観念や作陶思考の変化に
大きな影響を及ぼしたことが示唆された。
　制作過程における試行錯誤や素材との
内面的な対話は、作品の形態や質感に直
接的に反映されており、本研究で論じて
きた教育と作陶思考の関係性を実践的に
示すものとなっている。

おわりに
　本研究を通して、デンマーク陶芸にお
ける教育は、単なる技術習得にとどまら
ず、作家の内面や創造的思考を育む重要
な基盤であることが明らかとなった。特に
フォルケホイスコーレの教育理念は、現
代陶芸における作陶思考の深化に大きく
寄与しており、評価以前に自身の好奇心
や熱意に基づいた創造的実践の基盤を形
成する点で大きな役割を果たす可能性が
あり、今後の陶芸教育の在り方を考える
上でも重要な示唆を与えるものである。

中井 美玖
NAKAI Miku

陶芸における『生きた学び』の意義 ―デンマーク・フォルケホイスコーレの教育が作陶思考に与える影響― 
作品「かかづらひて」及び研究報告書
The Meaning of “Living Learning” in Ceramic Art: How Danish Folk High School Education Shapes Ceramic Thinking 
— The Work Obsessio and a Research Report —

工芸領域

かかづらひて
Obsessio
W410×D390×H600mm/W370×D290×H630mm　2個組み
陶
2025
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はじめに
　木の枝は、人類が道具として活用してきた
最も原初的な自然素材の一つである。先史
時代において、枝はその強靭で軽量な性質
や入手の容易さから、狩猟採集の道具など
として機能し、人間の生活に深く関わってき
た。同様に、漆は日本列島において縄文時
代から利用されてきた塗料・接着剤であり、
土器や植物素材による生活具の補強・防水
処理や、祭祀具の塗装・装飾などに用いら
れ、物質文化の基盤を形成してきた。これ
ら二つの素材は、長い歴史の中で人間が技
術を通して自然と対話してきたことを象徴す
る存在だと言える。一方で、近年、漆工芸の
領域は伝統的な器物制作の枠組みを超え、
純粋な立体造形表現へと展開を見せてい
る。その表現形態のうち、筆者は、木の枝と
漆を組み合わせた造形表現に着目した。原
初の素材の組み合わせの併用にありながら、
従来の漆工芸に見られなかった新たな視覚
的体験を生み出していると考えたためである。
このことから、本研究における目的を、枝を
用いた造形を再認識、再定義し、その可能
性について漆工芸の観点から考察・検証す
ることによって、枝と漆の融合による造形表
現の魅力とその可能性を明らかにすることと
定めた。

第 1章　素材と表現
　1章では、漆工芸分野における立体造形
表現を特徴付けるものを明らかにするために、
工芸的な造形表現とは何かについて、考察
を行った。考察においては、金子賢治の「工
芸的造形」と「漆の喚起する形」、戸舘和子
の「実材主義」に関する論述を踏まえて行っ
た。本章における考察によって、工芸分野の
アイデンティティを確立しうる造形表現の要
素において最重要なものとして、作家による
素材の選択が造形の始まりにあること、作
家自身と素材との密な距離感が手法へと昇
華されていること、の二点が挙げられた。

第 2章　漆の造形
　2章では、漆について概要を述べたのち、
1章で示した造形表現上の要素が顕著に表
れている、漆工芸分野で純粋表現を行う作

家として、田中信行、青木千絵、石塚源太の
三名を取り上げた。いずれの作家も、不定
形の素材である漆に形を与える上で、漆の
艶や、漆の皮膜性に着目し、漆に相応しい
形を探求している点や、素材を探求するにあ
たって作家自身の身体感覚を意識しながら
制作している点に共通点が認められた。し
かし、漆が持つ皮膜と言う特性への具体的
な手法には差異が認められた。田中は乾漆
造形の過程における触感の追究を、青木は
漆を媒体とした内的感情の具体化・具現化
を、石塚は皮膜としての乾漆と内臓としての
胎のせめぎ合いの追究をそれぞれ行っていた。
これらを踏まえて、艶、皮膜、身体感覚の三
つの要素への意識が、漆工芸分野における
純粋な立体造形表現を特徴付けていると考
えられた。

第 3章　木の枝の造形
　3章では、木の枝について概要を述べたの
ち、1章で示した造形表現上の要素が顕著
に表れている作家として、ディヴィッド・ナッシュ
とジュゼッペ・ペノーネを取り上げた。二者
においては、大まかに形が規定されている木
の枝という素材を選択して造形表現を行う
上で、有機的な形状や線的要素が造形的
魅力に転換されている点や、樹木と密な関
係性を構築しながら制作を行なっている点
には共通点が認められた。また、二者におけ
る顕著な差異として、樹形の捉え方が挙げ
られた。ナッシュは自然との融和の結果とし
て樹形をそのまま作品の形状に取り入れて
おり、ペノーネは樹形そのものを美の象徴と
して捉え、樹木そのものが経た過程を形とし
て現出させることを旨としていた。これらを踏
まえて、木の枝は形状と素材特性が不可分
な素材であることが示された。

第 4章　木の枝と漆の造形
　4章では、2章と3章の論考を踏まえた上
で、1章で示した造形表現上の要素が顕著
に表れている、漆工芸分野において枝素材
を用いている作家として鵜飼康平と村本真
吾を取り上げた。鵜飼の作例では分枝して
空間を覆う枝の特性と塗布されてものを覆
う漆の特性が、村本の作例では竹枝のしな

る特性と柔らかな布が漆の力で徐々に硬化
する乾漆の特性が、それぞれ深く関わり合う
ことで作品の魅力を形作っていることが認め
られた。2章と3章で示したように、不定形な
漆と、形と素材特性が不可分である木の枝
の二者は、正反対の造形論理を有している。
その両者を造形表現の上で融和させること
は、魅力的な作品を制作する上で効果的で
あると考えられた。漆は塗料・接着剤であり
ながら高い美感と存在感を持ち、素材特有
の造形論理を持つ素材である。この特性を
活かしながら、漆と異素材との関わりを表面
上の装飾に留めず、構造成形にまで拡張さ
せることが、漆工芸の表現の幅を広げる一
手法として有効であると考えられた。

第 5章　修了制作報告
　5章では、筆者の過去の制作を振り返っ
たのちに修了作品「隣人」の作品制作報告
を行った。自作は、枝の形状を作品の基本
構造として、その延長として乾漆の造形を付
加して制作した。この乾漆の形状は枝の形
と不可分であり、乾漆造形の過程で、間接
的に枝の形とも関わって造形を行なってい
ると言える。また、乾漆造形の過程における
研ぎや塗りのストロークを枝の形状と身体
感覚の上で統合させることも試みた。さらに、
全体に艶を持たせながらも、漆と枝の質感
の差による視覚的な対比も生むことで魅力
の創出を目指した。

おわりに
　本研究を通して、木の枝と漆を組み合わ
せた造形表現においては、不定形な漆と、形
と素材特性が不可分である木の枝という正
反対の素材が、作家による両者への密接な
関わりの中で融和し、作品として昇華され、
魅力へと繋がっていることが明らかとなった。
また、それに付随して、工芸分野における異
素材が混ざり合う表現手法において、漆素
材の関与可能性の高さが示唆されることと
なり、漆工芸分野の更なる拡張の可能性を
眼差す結果となった。

結城 亮
YUKI Ryo

漆工芸における木の枝を用いた造形表現について 
作品「隣人」及び研究報告書
The Use of Tree Branches in Urushi Lacquer Craft for Formative Expression.  
The Work “Neighbors” and a Research Report.

工芸領域

隣人
Neighbors
漆・枝・麻布・スタイロフォーム
839×245×419mm、1509×325×466mm、1136×535×411mm、1084×474×315mm、966×453×613mm、987×573×684mm、1174×394×1009mm、1148×854×804mm、8点組
2025年
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第 1章　序論
　音楽制作環境は技術革新により劇的に
変化し、2020年以降、Suno AIや Udioな
どテキストプロンプトのみで楽曲を生成
できるサービスが相次いで発表された。
これらは参入障壁を低下させた一方で、
制作プロセスの空洞化を招いている。ま
た既存 DAWのインターフェースも、ア
ナログ時代から引き継がれたメタファー
の形骸化、フィードバックの乏しさ、信
号のブラックボックス化といった問題に
より、学習曲線を急峻なものにしている。
　本研究では「音像」を、聴覚情報に対
してユーザーが描く心的イメージの総体
と定義する。高い周波数の音を「上方に
ある」と感じるような聴覚と他の感覚と
の対応関係（クロスモーダル対応）は、
文化を超えて共有される普遍的な認知基
盤である。本研究はこの知見を設計に採
用し、「音像の視覚的翻訳としてのイン
ターフェース」を提案する。

第 2章　既存 DAWインターフェースの
問題
　本章では、認知的次元の記法（CDN）、
フロー理論、快楽的品質という3つの理論
的枠組みを用いて、Pro Tools、Logic Pro、
Ableton Live、BandLabの 4つのDAWを分
析した。
　特定された問題は 4つである。第一に
「機材メタファの形骸化」で、デジタル
ネイティブ世代にとってアナログ機材メ
タファは参照元が存在せず形骸化してい
る。第二に「フィードバックの乏しさ」
で、エフェクト処理結果や空間配置が視
覚化されない。第三に「信号のブラック
ボックス化」で、サイドチェインやバス
ルーティングの経路が不明瞭である。第
四に「サウンドデザインの軽視」で、音
作り機能がプラグインウィンドウに閉
じ込められている。同時に、Ableton Live
の Rackなど優れた設計事例も確認した。

第 3章　提案手法
　本章では「音の視覚化」表現の系譜を
整理した。感覚的アプローチの代表例と

して 1950–60年代の図形楽譜がある。数
学的アプローチには、スペクトログラム
やヒルベルト変換による信号の視覚化
と、音楽理論上の音程関係を幾何学的
に表現する Tonnetz（トネット）がある。
Tonnetzは関連の深い音程が近くに集ま
る格子構造であり、UIへの応用可能性
がある。
　「音像の視覚的翻訳」の特徴は、クロ
スモーダル対応という普遍的認知基盤の
採用、数学的正確性と心的イメージの整
合、リアルタイムフィードバックの提供
である。設計方針として、（1）クロスモー
ダル対応に基づく直感的視覚化、（2）信
号経路の可視化、（3）音作りを制作の中
心に据える、（4）体験を盛り上げるリア
ルタイムフィードバック、の 4つを提示
した。

第 4章　制作
　提案した設計方針に基づきWebアプ
リケーション「Polytope」を実装した。
Webを選択した理由は、URLアクセス
のみで利用可能なアクセシビリティ、豊
富な APIによる開発効率、視覚的イン
ターフェースの効果を純粋に評価できる
点である。
　アーキテクチャにはMaxに近いノー
ドベース形式を採用し、段階的な機能発
見と探索的学習を実現した。従来 DAW
の固定的な信号フローに対し、Polytope
ではドラッグ操作で直感的に信号経路を
構築できる。
　音像視覚化の実装として、第 3章で
述べた Tonnetzをインタラクション可能
な UIとしてコード進行作成補助に活用
した。また、XYパッドによる Mixing 
Map、接続線上のリアルタイム波形描
画、ヒルベルト変換ビジュアライザー、
LFO/Envelopeの自由な接続などを実装
し、信号の流れと変調を視覚的に確認可
能とした。

第 5章　評価
　CDN、フロー理論、快楽的品質の枠
組みで設計レベルの評価を行った。

　CDN分析の結果、3次元で改善が確認
された。Visibility（可視性）は、リアル
タイム視覚化により「フィードバックの乏
しさ」が改善された。Hidden Dependencies
（隠れた依存関係）は、ノードベース形式
により「ブラックボックス化」が解決され
た。Closeness of Mapping（マッピングの
近さ）は、クロスモーダル対応により「メ
タファの形骸化」を回避した。
　フロー理論からは「即座のフィード
バック」と「挑戦とスキルのバランス」
の条件を満たすことが確認された。快楽
的品質からは、視覚表現が Stimulation向
上と探索行動促進に寄与することが確認
された。限界として、定量的ユーザーテ
ストの必要性が今後の課題として挙げら
れた。

第 6章　結論
　本研究は、AI時代における制作プロ
セスの空洞化に対し、インターフェー
スデザインの視点から解決策を提示し
た。成果として、既存 DAWの 4つの問
題領域の特定、「音像の視覚的翻訳」と
いう設計指針の提案、Polytopeの開発、
設計レベル評価による有効性確認を達成
した。
　本研究の意義は、音楽制作ツールのイ
ンターフェース設計への新たな視座の提
供、AI時代における制作プロセスの価
値の再確認、実装による実践的示唆の 3
点である。今後の課題として、定量的ユー
ザーテスト、クロスモーダル対応の適用
範囲明確化、AI機能との協働設計が挙
げられる。本研究の設計指針は、AI時
代の音楽制作ツールの未来に重要な示唆
を提供する。

嶋村 圭太
SHIMAMURA Keita

音像の視覚的翻訳としてのインターフェースデザイン̶「音の視覚化」表現の系譜を踏まえた音楽制作アプリケーションの提案̶ 
作品「Polytope」及び研究報告書
Interface Design as a Visual Translation of Sound Images: A Proposal for a Music Production Application Based on the Genealogy of “Sound Visualization” Expression 
Work “Polytope” and Research Report

ビジュアルデザイン領域

Polytope
webアプリケーション
2025
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第 1章　序論
　本研究は、2000年以降に日本で出版
された「仕事」をテーマとする絵本に描
かれた都市女性労働像を対象とし、その
視覚的表現の特徴と描かれ方を明らかに
することを目的とする。高度経済成長期
以降、日本社会では「男は仕事、女は家庭」
という性別役割分業意識が広く定着して
きたが、1986年の男女雇用機会均等法
制定以降、女性の就労を支援する制度改
革が進められてきた。近年の世論調査に
おいても、伝統的性別役割意識に対する
否定的態度が増加している。一方、子ど
もの職業観、労働観形成において重要な
役割を果たす絵本において、女性労働者
はどのように描かれているのかについて
は、十分に検討されてこなかった。先行
研究では、2000年以前の絵本を中心に、
女性キャラクターの受動性や性別役割の
固定化が指摘されてきたが、都市労働者
としての女性像に焦点を当てた研究は少
ない。そこで本研究では、日本人作家に
よる作品に限定し、絵本における都市女
性労働者の視覚的表現を分析した。

第 2章　調査対象
　本研究では、国際子ども図書館所蔵資
料を用い、2000年以降に日本人作家に
よって制作された「仕事」をテーマとす
る絵本を調査対象とした。検査キーワー
ドを用いて 2619件の資料を抽出し、媒
体・出版年・作家国際などの条件で精査
した結果、139冊を抽出した。さらに、
実物確認を行い、「仕事」が主要な物語
であること、主人公が職業を持つこと、
労働観に関するメッセージが読み取れる
ことを基準として 114冊に絞り込んだ。
最終的に、主人公が人間の女性として描
かれている作品に限定し、20冊を分析
対象とした。その内訳は、「仕事物語絵
本」11冊、「職業紹介絵本」9冊である。
本研究では、20冊の分析対象に質的分
析を中心に行なった。

第 3章　「仕事物語絵本」について
　「仕事物語絵本」とは、特定の職業に

従事する人物を主人公とし、仕事の一日
や経験を物語形式で描く作品である。対
象 11冊において、視覚表現、職業の種
類、家庭内での役割描写、そして働く動
機など、複数の観点から絵本に登場する
女性労働者を分析した。全体的な傾向と
しては、多くの絵本が女性の労働を肯定
的に描いている一方で、一部には依然と
して保守的な傾向を示す作品も見られ
た。2000年以降に女性労働者を主人公
とする「仕事物語絵本」は、男性主人公
の作品に比べると依然として少ないもの
の、創作者の側には一定程度、労働にお
けるジェンダー平等の価値観が見られる
ことが確認できた。

第 4章　「職業紹介絵本」について
　「職業紹介絵本」とは、さまざまな職
業の名称や仕事内容、働く場面などを説
明的に紹介することを主に目的とした絵
本である。仕事役割、業務内容、必要な
道具や技能などが具体的に描かれてお
り、情報提供的な側面が強いのが特徴で
ある。対象 8冊において、登場する女性
の職業は合計 25種類であり、主に「サー
ビス」「文化芸術」「医療・教育」の三つ
の分野に集中していることがわかった。
「職業紹介絵本」に登場する女性の職業
は限られており、少なくとも仕事の領域
において、社会は女性に多くの可能性を
与えていないことが示唆される。「職業
紹介絵本」における女性職業の多様化は、
まだ萌芽段階にあると言える。

第 5章　制作報告
　本修了制作は、全 25ページから構成さ
れる仕事をテーマとする絵本作品（サイズ：
180mm×180mm×8mm）。作品名は『ノゾ
ミちゃんのおしごと旅』とする。女の子
ノゾミが不思議な足跡を追い、「かがみ
や」にたどり着き、さまざまな職業に就
く未来の自分と出会う物語である。この
物語を通じて、職業の多様性や面白さ
を描いている。第 3章と第 4章の分析
では、「仕事物語絵本」と「職業紹介絵
本」のいずれにおいても、登場する女性

の職業傾向が伝統的な「女性職」に偏る
という共通した特徴が確認された。特に
第 4章で「職業紹介絵本」を分析した際
には、登場する男性と女性職業を対照的
に検討し、男性の職業がより多様に表現
されていることと男女の職業可能性の提
示に明確な非対称性が存在することを明
らかにした。しかし現実には、女性ドラ
イバー、女性科学者、女性工芸職人など、
さまざまな分野で活躍する女性が多く存
在する。「なぜそのような姿が仕事絵本
の中に描かれないのか」という疑問を抱
いたことが、『ノゾミちゃんのおしごと
旅』制作の契機となった。本制作におけ
る職業選択については、実社会において
女性が従事している役割の少ない職業を
中心に取り上げ、描写を行った。前半で
取り上げた 7種類の職業（タクシー運転
手、宇宙船整備士、希少金属採掘士、探
検家、野生動物カメラマン、動物保護活
動家、プロ野球選手）は、日常生活から
一定の距離があり、屋外や冒険性を備え
た職種を中心に選定した。後半で扱った
7の種類（寿司職人、植物研究者、オー
ケストラ指揮者、小説家、手品師、大統
領、鏡販売員）は、室内の仕事ではある
ものの、一般的に「女性職」のイメージ
から外れた、女性の職業選択の幅の拡張
を意図したものである。

第 6章　結論
　2000年以降の仕事をテーマとする絵
本は、伝統的価値観と社会現状を維持
した作品が多数を占めている。もちろ
ん、『ぼくのママはうんてんし』『働くっ
てたのしい』のように既存の枠を超えた
作品もあるが、依然として強い性別バイ
アスやステレオタイプを含む内容も少な
くない。日本社会では、政策や法制度の
上では性別役割意識が変化しつつあるも
のの、メディア文化表象、特に子ども向
け絵本において依然として保守的傾向が
見られる。価値観がまだ形成途上にある
子どもたちに対して、より平等で多様な
労働観を提示する作品の登場が期待さ
れる。

任 帥
REN Shuai

絵本に描かれた都市労働者の女性像の研究―2000年以降日本で出版された絵本を中心に― 
作品「ノゾミちゃんのおしごと旅」及び研究報告書
A Study of the Representation of Urban Working Women in Picture Books: Focusing on Picture Books Published in Japan Since 2000 
The Picture Book “Nozomi’s Working Adventures” and Research Report

ビジュアルデザイン領域

ノゾミちゃんのおしごと旅
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　グラフィックデザインにおける文字表
現は単に内容を伝達されるという受動的
な行為ではなく、鑑賞者の解釈を引き出
し、思考を働かせる能動的な体験へと導
く「詩的な振る舞い」としての側面を有
していると考える。そこで本研究では、
ヤコブソンの詩的機能やパースの記号論
を参照しつつ、文字表現を「意味から形
へ」、解釈を「形から意味へ」という往
復的な運動として捉え直し、鑑賞者のア
ブダクション（仮説形成推論）を中心と
した能動的な解釈を誘発するデザイン手
法を理論と実践の両面から探求した。本
研究は、文字表現を「文字を使用するこ
とでしか実現しえない思考の触媒」とし
て再定義することを目的としている。

　まず、第一章から第二章にかけて理論
的分析を行った。R・ヤコブソンの「詩
的機能」やパースの記号論を引用しつつ、
視覚言語の理論的分析の土台とした。

　第三章では文字表現がもたらす意味を
四つの形態に分類して整理した。対象と
直接的な関係を持つ「明示的意味」や文
脈的に推測可能な「暗示的意味」に加え、
解釈の幅を広げる要素として「ミーム的
意味」と「陰謀的意味（投機的意味）」
に着目した。ミーム的意味は、対象との
直接的な因果関係（インデックス性）が
排除され、複製と共同体内の合意によっ
て新たな使用規則が優先される意味形態
であることを示した。一方、陰謀的意味
とは、客観的根拠が不在であるにもかか
わらず、鑑賞者が「隠された意図がある
はずだ」と推論することで発生する意味
である。これは陰謀的な推論を行うネガ
ティブな側面がある一方で、創造的な「見
立て」や誤読の源泉となる。特にこの陰
謀的意味は、鑑賞者の想像力を受け止め
るための重要な解釈の余白として機能す
ると位置付けた。

　第四章では、日本の文字文化特有の複
雑さを分析するため、本研究ではカール・
ゲルストナーの「形態学ボックス」を日

本語のタイポグラフィの特性にあわせて
拡張・再定義した。具体的には、「造形」「書
記体系」「配置」「不在」の四つのパラメー
タを設定し、日本語の文字表現における
詩的構造を体系的に分析する軸とした。

　第五章では、第四章で異議した四つの
パラメータから具体的な日本の文字表現
に関する分析を行った。第一の「造形」
においては、身体性を伴う筆跡や、世界
の象形から記号化した字形、合理化され
た活字、そしてその反動としての装飾や
逸脱を扱った。特に文字の逸脱（不合理
化）は、標準化された母型があるからこ
そ成立し、可読性を揺るがすことで多義
的な解釈を開く契機となることを指摘し
た。第二の「書記体系」では、漢字、ひ
らがな、カタカナという三種類の文字の
混淆に着目し、これらが単なる記録手段
を超えて、視覚的な印象操作を含む「思
考のチャンネル」として機能しているこ
とを指摘した。第三の「配置」は、メ
ディア空間における文字の群化に関わる
要素である。ここでは形態的なまとまり
だけでなく、意味上のまとまりや、星座
のように要素間の関係性を鑑賞者に推測
させる配置を、解釈を引き出す手法とし
て論じた。第四の「不在」は、意図的な
文字の欠落をデザインに取り込んだ例を
扱う。空間的空白や文脈的空白、そして
モーショングラフィックスによる時間的
な消失は、情報の不在を明示することで、
逆説的に鑑賞者の補完的な想像力を強力
に喚起する装置となる。

　第六章では、前章までの考察に基づき、
文字の「詩的振る舞い」に関する三つの
作品を制作し、展示『文字と振る舞い』
として発表した。一つ目の作品『Scriptive 
Biotope』は、文字の造形へのアプローチ
を試みたものである。ひらがなが持つ生
命的な側面に注目し、書表現における「筆
法」をアルゴリズム化して、自律的に生
成される「書的生命体」を制作した。読
めないが文字らしく見える線の振る舞い
を通じ、日本特有の「文字らしさ」の根

源にある美意識や身体性を再認識させ
ることを目指した。二つ目の作品『View 
from Characters』は、配置と意味へのア
プローチである。漢字、特に象形文字を
圧縮された「景色」として捉え、文字に
動きを与えることで、その内部に含まれ
る情景をデコードする体験を与えるよう
な実験を行った。文字の振る舞いが触媒
となり、鑑賞者の脳内で記憶や経験と結
びついたイメージが立ち上がるという、
記号接地のプロセスを反転させる試みで
ある。三つ目の作品『Playing Blanks』は、
文字の不在へのアプローチを取り扱って
いる。漢字練習帳の「空欄」を、あらゆ
る意味を受け止める「可能性の器」とし
て捉え、デザインすることを試みた。空
欄そのものが動き、変形し、意図的に不
適合な漢字が代入されることで、鑑賞者
の予測を裏切り、違和感による新鮮な
イメージを引き起こすことを意図して
いる。

　本研究は、文字表現を「読みやすさ」
や「美しさ」といった既存の評価軸から
拡張し、人間の認知プロセスに介入する
「知的体験のデザイン」へと拡張する試
みである。文字の造形操作による形への
注目と、文字の意味を排除する不在や逸
脱の操作は、一見相反するように見えな
がら、どちらも鑑賞者の主体的なアブダ
クションを誘発するという点で共通して
いる。結論として、文字は情報を固定化
する存在であると同時に、その「振る舞
い」をデザインすることで、鑑賞者自身
の想像力によって意味が豊かに再構築さ
れる動的なインターフェースとなりうる
ことが示された。

熊澤 佑悟
KUMAZAWA Yugo

解釈可能性の拡大に寄与する文字の詩的振る舞いに関するデザイン 
̶日本の文字文化における「形」と「意味」の関係性を参照して̶
Designing the Poetic Behavior and Gesture of Letters that Contributes to the Expansion of Interpretive Possibilities 
—With Reference to the Relationship between Form and Meaning in Japanese Writing Culture—

ビジュアルデザイン領域

文字と振る舞い
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第 1章　序論
　日本の農村は、自然環境と人々の生活や
生業により長い年月をかけて形成されてき
た。現代では、多くの農村景観は急速に変貌
しつつあるが、その成り立ちや変遷、地域性
に注目し、農村に蓄積されてきた知見を理解
することは重要である。また人の暮らしと環
境条件とともに形成されてきた集落景観の
構成要素を、過去を踏まえて理解することは、
今後の集落景観の在り方や、そこでの暮らし
を考えていくために必要な基礎的課題である。
　本研究では、農家の生業を成立させるた
めに不可欠な付属屋である「納屋」に着目
する。納屋は集落ごとに特徴が見られ、主
屋が急速に変化する中で過去の記憶が継
承されていると考えられる。
　本研究の目的は、茨城県石岡市八郷地区
（図1）に現存する納屋の実態と建築特性を
明らかにし、成立時期や営農環境の変遷と
いった集落の成立・発展の背景的要素を踏
まえて各集落における納屋の建築特性につ
いて明らかにすることである。

第 2章　研究対象地域および研究対象と
する付属屋の概要
　調査対象地域を茨城県石岡市八郷地区
とする。（図1）
　八郷地区は、古代の史料においてその存
在が確認されている。生業の特徴として、明治
期から住民の多くが農業に従事していた。明
治期以降の主な生業として、稲作・養蚕・煙
草・果樹を取り上げ、それらの特徴を確認した。
　付属屋は、主屋の機能を補完する建築物
であり、地域の成立過程や気候風土に適応
して発達してきた生活や生業のあり方を反
映している。生業に関連する付属屋の一つ
である納屋については、その発生が中世に
までさかのぼり、当初は小規模なものが一
般的であったが、時代の変化に伴って機能
が複合化し、それに応じて規模が拡大して
きたことを確認した。

第 3章　集落の成立時期と営農環境
　本章では、八郷地区の集落の成立時期
および営農環境について整理した。
　その結果、調査対象地域の集落は、中世

初期から近世にかけて成立したと考えられ
る。また、明治期以前の営農環境について
は、集落の立地や耕地の性格が営農形態
に大きな影響を与えていたことが示された。
明治期以降については、いずれの集落にお
いても水田の範囲はほぼ変化がない一方で、
畑や桑畑、果樹園には変化が見られたこと
が明らかになった。

第 4章　現存する納屋の建築特性
　調査対象地域において468棟の納屋の現
存が確認された。
　本章では、現地調査から得た結果をもと
に、平面規模、断面規模、下屋の出および
方位、また屋敷地空間と集落空間の特徴に
ついて明らかにし、それらを集落ごとに整理
した。（図2～図5）
　八郷地区における一般的な納屋の規模
は、梁間3間・桁行5間で2階建ての納屋と、
梁間2間・桁行3間でつし2階建ての納屋で
あることが明らかになった。
　梁間3間・桁行5間で2階建ての納屋は、戦
後に建てられた比較的新しい納屋であると
考えられる。梁間2間・桁行3間でつし2階建
ての納屋は伝統的な納屋であると考えられる。
　下屋の出は、1間の西向きのものが一般
的であることが明らかになった。
　屋敷地内において、納屋は主屋の側面や
背面の近傍には配置せず、主屋よりも庭と
の空間的関係性に重きを置いた配置である
「分離型」が主である。
　納屋の規模や配置パターンには集落ごと
の違いがあることが明らかになった。

第 5章　考察
　集落の成立時期および営農環境と納屋
の建築特性との関係から、八郷地区の典型
的な納屋のタイプについて、「中世型」「近世
型」「近代型」の3類型を見出すことができた。
　「中世型」では、屋敷地の出入口付近に農
作業と関連の強い付属屋が配置され、梁間
2間の小規模な納屋が1棟置かれる傾向が
ある。営農環境は谷田を有する中世的耕地
で、明治期以前に生産規模の拡大はみられ
ない。また「中世型」から派生した「中世型 +
近代型」が確認された。中世型を基盤とし、

梁間3間の大規模な納屋が併存する型であ
る。明治期以前は生産規模の拡大はみられ
ないが、明治期以降に畑作規模が拡大し、
大規模な納屋が必要になったと考えられる。
　「近世型」は、中世型を踏襲しつつ、耕地
開発の進展により大規模な納屋が必要と
なった型である。近世型では、屋敷出入口
付近に梁間3間の大規模な納屋が1棟配置
される。農業生産を前提として集落が成立・
展開したと考えられる。
　「近代型」は、2階建て梁間3間の大規模
な納屋が屋敷地内に秩序なく配置されるよ
うになった型である。近代になると社会情
勢や農機具の変化により、納屋の構法や利
用形態も変化した。営農環境は中世以降大
規模な石高を維持し、稲作に適した土地で
あり、明治期以降は畑作と果樹栽培も行わ
れている。（図6）

第 6章　結論
　本研究は、八郷地区に現存する納屋の実
態と建築特性を明らかにし、集落の成立時
期および営農環境の変遷との関係について
考察を行った。その結果、八郷地区には規
模や配置の異なる多様な納屋が現存してお
り、集落の成立時期および営農環境との関
係から、「中世型」「近世型」「近代型」の3類
型を見出すことができた。
　これらのことから、納屋は集落の成立過
程や営農のあり方、時代ごとの変化を反映
した建築であることが確認され、結論として、
八郷地区における納屋の多様性と地域性
が明らかになった。

藤田 萌花
FUJITA Moeka

集落の成立時期と営農環境からみた付属屋の研究 
―茨城県石岡市八郷地区の納屋を中心として―
Attached Farm Buildings from the Perspectives of Formation Period and Agricultural Environment:  
Focusing on Barns in the Yasato Area, Ishioka City, Ibaraki Prefecture

環境デザイン領域

図 1　研究対象集落の位置

図 2　平面規模

図 4　平面規模別断面規模

図 3　集落別平面規模

図 5　平面規模別下屋の出

図 6　八郷地区における納屋の典型的なタイプ
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第 1章　はじめに
　近年、都市空間における、人の主観的な
体験の価値を改めて評価し、その重要性を
示すため、様 な々研究、取り組みが行われて
いる。しかし、都市空間や場のより有効的な
活用方法、居心地の良さの向上などを目的
に、人の主観的な視点から、人の活動や利
用実態を捉える研究や取り組みは多く見ら
れるが、空間や風景を、人がどのように捉え
ているのかという点を主題として取り組まれ
ている研究はあまり多くないように思う。そ
こで本研究は、風景探索実験によって、第
三者の日常的な風景体験を抽出、そして、
意識の対象の変化を探り、体験の質的把握
を行うことを第一の目的とし、それによって、
風景体験においてどのような事象を、主観
的な視点によって捉えることが有効であるの
かについて、示唆を得ることを第二の目的と
する。
　風景探索実験では、第三者の日常的な
風景体験を抽出することを目的とするが、完
全に純粋な、日常的な風景体験を抽出する
ことは、実験として行う以上、不可能である
と考え、事前に行った試験調査を参考にし
て、実験内容・手順を設定した。その結果、
著者の学士論文にて作成した、7つの「『余
白』体験」モデルを用いて実験を行うことと
した。被験者に、各「『余白』体験」モデルの
場的特徴を表した、7つのキーワード（「連続」、
「繋がる」、「ひらく」、「越える」、「広がる」、「大
きな場の中にいる」、「様々なものと同じ場所
にいる」）を提示し、7つキーワードのうちい
ずれかに当てはまる風景を探索してもらう、
というものである。被験者には、対象範囲内
におけるスタート地点からゴール地点までを、
1時間を目安に歩いてもらった。歩行条件を
2点設けたが、その他は自由に歩いてもらっ
た。実験では、①被験者が具体的に、どこを、
あるいは、何を見ているのか、②見ている対
象に対してどのような印象やイメージを抱く
のか、③被験者自身がその際に抱く感情と
その理由について、知るため、被験者には2
点のことを依頼した。1点目は、見つけたキー
ワードに当てはまる風景をスマートフォンで
撮影してもらうこと、2点目は、風景とその時
の自分自身について、調査用紙に記入するこ

とである。また、後日、調査用紙に記入して
もらった内容、キーワード、風景に対して抱
く印象・イメージ、自分自身の感情、それぞ
れを選択した理由、調査後のアンケートの
回答内容について、各被験者に対して、1～
2回のヒアリングを実施した。
　本研究における意識の対象とは、キーワー
ド、風景に対して抱く印象・イメージ、自分自
身の感情、それぞれを選択する根拠となっ
た存在とする。そして、キーワードに当てはま
る風景を抽出する段階から、抽出した風景
に対する印象／イメージと、その時の被験
者自身の感情を選択する段階には、時間的
経過が生じていることを前提とし、本研究で
は、その間の意識の対象の変化を明らかに
する。
　次に、意識の対象の変化に関する評価・
分類方法について、説明を記述する。意識
の対象は、（ア）、（イ）の2つの項目（（ア）意
識の対象の属性、（イ）意識の対象の具体
的な着目点、または、被験者に起こる変化・
反応）について、（ア）→（イ）の順に、各被験
者の、キーワード、風景に対して抱く印象・
イメージ、自分自身の感情、それぞれを選択
した理由を参考に、それぞれの該当する項
目に分類する。項目（ア）意識の対象の属性
は、空間、要素、その他の3種類である。項
目（イ）意識の対象の具体的な着目点、また
は、被験者に起こる変化・反応は、意識の対
象の具体的な着目点について分類する場合
と、被験者に起こる変化・反応について分類
する場合があり、意識の対象自体について、
具体的に着目している時は前者の観点で評
価・分類を行う。項目については、「空間」と
「要素」で一部異なるが、「空間」は、印象
／雰囲気、構成、状態、変化、対比、空間の
要素、「要素」は、印象／イメージ、表層情
報、状態、変化、対比、位置、と6項目ずつ存
在する。被験者に起こる変化・反応について
評価・分類する場合は、「空間」、「要素」共
に、前述した意識の対象の具体的な着目点
の分類に当てはまらない場合、つまり、対象
に深く注目していない場合と、属性「その他」
に分類される場合である。項目は17項目で、
被験者に起こる変化・反応について、連想、
懐古、想像、予感、共感、視野の変化、視

点の変化、身体感覚の変化（①可能性／願
望、②代理経験、③実感）、自己との関連（①
自分事化、②共通点、③再認識、④懐古、
⑤回想、⑥好み、⑦興味／関心）である。ま
た、項目（イ）について、特に言及がない場合
は、評価・分類は行わない。評価・分類結果
と、実験によって抽出したデータ、キーワード、
イメージ・印象、感情を選択した理由は、被
験者ごとに、各事例について表にまとめた。

第 2章　各モデルの特徴の記述
　全被験者の各事例における意識の対象
の変化をモデルにし、それらを6つに類型化
した。モデルは、基本、二段構造であり、上
段は意識の対象の属性（項目（ア））と意識
の対象の具体的な着目点（項目（イ））の変
化を示す。下段は、被験者に起こる変化・反
応（項目（イ））が起こる場合のみ、その変化
を示す。類型は、①直接型、②単純変化型
Ⅰ、③単純変化型Ⅱ、④単純変化型Ⅲ、⑤
複雑変化型Ⅰ、⑥複雑変化型Ⅱの6類型で
ある。また、単純変化型Ⅱは、単純変化型Ⅱ、
単純変化型Ⅱ-1、単純変化型Ⅱ-2の3種類、
単純変化型Ⅲは、単純変化型Ⅲ、単純変化
型Ⅲ-1の2種類、複雑変化型Ⅰは、複雑変化
型Ⅰ、複雑変化型Ⅰ-1の2種類存在する。全
類型の意識の対象の変化モデルを一覧表と
してまとめた（表1を参照）。
　また、全事例を、風景探索実験で選択し
たキーワードごとに分類し、意識の対象の
変化について整理して、特徴をまとめた。整
理した結果を、キーワード間で比較すると、
7つの中で最も選択されたキーワードは「繋
がる」、該当事例数に対する、項目（イ）被験
者に起こる変化・反応が起きた事例数が占
める割合が最も高かったキーワードは、「越
える」であることが分かった。また、キーワー
ド選択時における、最も多かった意識の対
象の属性の分布については、要素となった
キーワードが4つ、空間となったキーワード
が3つであり、大きな偏りは見られなかった。
キーワードは全て場の特徴を示すものであ
るが、キーワードを選択した理由が要素で
ある事例は、風景に対して抱く印象・イメージ、
自分自身の感情の選択の段階で、空間・風
景全体を捉えていた場合が多く、要素が被

験者に、空間・風景全体を意識させる働きを
している場合があるのではないかと考えた。
このことから、人が風景を目の前にした時に、
必ずしも初めから全体を捉えている訳では
なく、身近に在るヒトやモノから次第に空間・
風景全体を捉えていることが分かった。

第 3章　風景に対する被験者の反応の分
析・考察
　意識の対象の評価項目、項目（イ）被験者
に起こる変化・反応、全17種類を、各被験者
が選択したキーワード、風景に対する印象・
イメージ、自分自身の感情、そしてその理由
に基づいて、「思考の余白」、「身体感覚の余
白」、「内的な余白」の3つのグループに分類
した。被験者の思考と関連する変化・反応
は「思考の余白」、被験者の身体感覚と関
連する変化・反応は「身体感覚の余白」、被
験者自身・被験者の内面と関連する変化・
反応は「内的な余白」に分類した。また、こ
れらの総称を「余白反応」とした。この章で
は、各変化・反応が起きている事例を幾つ
か例として取り上げ、被験者が選択したキー

ワード、風景に対する印象・イメージ、自分自
身の感情、そして、選択した理由を参考に、
余白反応が起こることで、結果的に、体験者
が風景とどのように関わるようになったのか
を考察した。「思考の余白」では、風景、ある
いは、風景の中にある、被験者を惹きつけた
り、被験者のこれまでの経験や得た知識と
重なったりする特定の要素によって、被験者
が風景に対して寄り添う事例が多く見られた。
「身体感覚の余白」では、主に風景が、被
験者の身体感覚の拡張をもたらし、それが
結果的に、風景や被験者自身に対する、深
い理解に繋がる事例が多く見られた。「内的
な余白」では、被験者が、風景に自分自身を
重ね合わせたり、風景と自分自身との共通
点を見出したりするなど、風景を身近に感じ
ていると受け取ることのできる行動や、自分
自身を理解したり、心持ちを改めている事例
が多く見られた。総じて、「余白反応」が起こ
ることで、余白反応が起こる前よりも、被験
者が風景を身近に感じるパターンと、主に「身
体の余白」ではあるが、被験者自身に前向き
な変化が起こるパターンの、2パターンが多

く見られた。考察によって、「余白反応」が起
こることで、風景体験者は、無意識でありな
がら、風景を自分事にして眺め、風景とより
近く関わるようになる、ということができる。

第 4章　まとめと今後の展望
　3つの「余白反応」を抽出し、意識の対象
の変化モデルを作成したことは、第三者の
日常的な風景体験における質的把握をした
結果であると結論づけることができ、本研究
の第一の目的を達成したとすることができる。
そして、本研究で被験者の意識の対象の変
化を明らかにするため、意識の対象の評価・
分類作業の過程で設定した評価・分類項目
は、風景体験における、人の風景の捉え方
を、詳細に把握することができ、本研究にお
ける第二の目的も達成することができた。今
後の展望として、今回行った風景探索実験、
意識の対象の変化の評価・分類項目を基盤
として、都市における風景体験の主観的な
質の抽出のための方法論の確立を目指して、
追究を行う。

小島 莉佳
KOJIMA Rika

風景体験における意識の対象の変化に関する研究 
̶『余白』体験モデルに基づく風景の探索実験を通して̶
A Study on the Change of the Object of Consciousness in Landscape Experience 
—Through a Landscape Exploration Experiment Based on the “Yohaku” Experience Model—

環境デザイン領域

表 1　意識の対象の変化モデル一覧
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第 1章　序章
　コミュニティFMとは、市区町村の一部の
地域において、地域に密着した情報を提供
するために、平成4年1月に制度化されたFM
放送局である。制度創設以来、コミュニティ
FM局は可聴範囲が狭域であるという特性
を活かし、地域密着型の番組づくりを行っ
てきた。コミュニティFMには、平時における
地域情報の発信とともに、災害時における
住民に寄り添った情報の提供という、二重
の役割が求められている。
　本研究の目的は、コミュニティFM局が災
害時に「迅速」「正確」「地域密着」な情報発
信を行い、地域に届けるために必要となる
直接的要素と間接的要素を整理し、関係性
について明らかにすることである。それを踏
まえ、コミュニティFMが地域メディアとして
担いうる役割と、その限界を考察する。
　今回、全国のコミュニティFM局10局を対
象にヒアリング調査を実施した。調査では、
「防災を目的とした地域メディアとして機能
するために必要な要素」を明らかにすること
を目的とし、そのために把握すべき項目を図
5のように整理した。
　ヒアリング結果については、各局の緊急時
の情報発信体制を、情報の流れに沿って❶
収集、❷発信、❸受信の3段階に整理し、図
示する。さらに、各局が行政や地域住民とど
のように関係を構築しているかを示し、「地
域に密着した情報づくり」を支える要素につ
いて考察を行う。また、「大規模災害経験あ
り」に分類される局については、災害発生直
後の緊急対応期から復旧・復興期に至るま
での対応変化を時系列で整理し、その特徴
を分析する。

第 2章　コミュニティ FMの組織基盤に
よる災害対応力への影響
　本章では、コミュニティFMの収益体制、
行政・地域との関係、認知度向上の取り組
みが災害時体制にどのように影響するかを
分析した。収益体制は①ラジオ事業一部署
型、②ラジオ主事業・他事業並走型、③ラジ
オ事業特化型に分類され、特に他事業や地
域活動を通じた収益確保は、経営の安定だ
けでなく地域との関係構築にも寄与してい

た。行政との連携については、多くの局で防
災協定や訓練、番組出演などが確認された
が、第3セクター型であっても必ずしも連携
が強いとは限らず、平時の接触頻度や日常
的な情報交換、主体的な働きかけが関係性
の強度を左右していた。さらに、災害時に住
民に「聞かれる」存在となるためには、平時
からの認知度と地域とのつながりが不可欠
である。番組制作、イベント参加、学校や事
業者との協働、SNS活用など、日常的な小さ
な取り組みの積み重ねが、地域に根ざした
放送局としての基盤形成と災害対応力の向
上につながっていることが示唆された。

第 3章　被災経験局の災害時体制
　臨時災害放送局としての活動経験を持つ
局や、被災地または被災地近隣に位置し、
長期間にわたる情報発信を行った経験を有
する局を対象に、情報発信に至るまでのフ
ローを示した。
　迅速かつ正確な情報発信には、適切な人
員体制と行政との連携が不可欠であり、各
局において一定の体制が確認された。一方
で、地域に密着した情報発信を行うために
は、行政情報だけでは不十分であり、地域
防災ネットワークや能動的な取材体制の重
要性が指摘された。行政が発信したい情報
と、被災者が実際に必要とする生活情報と
の間には乖離があり、コミュニティFM局に
よる地道な情報収集が求められている。また、
被災時に必要とされる情報の内容や収集先
は、過去の災害経験を通じて蓄積されてい
くことが考えられる。

第 4章　被災未経験局の災害時体制
　長期間にわたる災害情報発信経験を持
たない局を対象に、情報発信に至るまでの
フローを整理した。どのような情報が本当に
必要とされ、どのようにすれば地域内で迅速
に収集できるのかは、災害を経験しなけれ
ば把握しにくい側面がある。
　実際には、災害対応に間接的に影響する
要素を有していながら、それらを具体的な
情報収集体制へと落とし込めていない未経
験局も見られた。

第 5章　コミュニティ FMの災害時体制
の現状
　コミュニティFMの災害時対応を「収集・
発信・受信」の3段階に分け、直接的要素と
間接的要素の関係性を整理した。迅速・正
確・地域密着型の情報発信には、直接的要
素だけでなく、平時からの行政や地域との
関係構築が不可欠であり、要素同士を結び
つける日常的な働きかけが重要であること
が示された。（図6）
　また、被災経験局と未経験局を比較した
結果、未経験局では平時の関係性を災害
時体制に十分活かしきれておらず、想定する
発信内容の具体性も乏しい傾向が確認され
た。特に、被災者が必要とする生活密着型
の情報は行政情報だけでは補えず、未経験
局における最大の課題であると言える。（図7）

第 6章　結論
　本研究より、地域メディアの可能性として
は以下の四つが挙げられる。
1  災害時の地域に即した生活情報の提供
2  平時における住民の防災意識向上
3  他地域コミュニティFMからの情報発信
支援、あるいは要請

4 防災コミュニティの形成
　一方で、コミュニティFMには情報入手手
段が多様化によるラジオの役割の縮小、夜
間など一部時間帯で即時性の確保の困難、
慢性的な財政難や後継者不足による持続
性の不安などの限界も挙げられる。
　コミュニティFMが災害時対応で役割を
全うするためには、発災前の備えから情報
収集・発信に至る一連のフローを機能させ
る必要がある。しかし、それらはいずれも災
害時のみで完結するものではなく、平時の
活動の積み重ねによって支えられている。さ
らに、平時に構築した関係性を災害時に意
味のあるものとするためには、災害を想定し
たネットワークづくりが不可欠である。コミュ
ニティFMには、日常的な地域密着性を、災
害時に有効な力へと転換する役割が求めら
れている。

浅野 咲良
ASANO Sara

災害時対応におけるコミュニティ FMの役割 
̶災害時の情報発信体制にみる地域メディアの可能性と限界̶
The Role of Community FM in Disaster Response: The Potential and Limitations of Local Media in Disaster Information Transmission Systems
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図 1　FMいるか
オープンスタジオ（FMいるか提供）

図 5　質問項目と明らかにする要素について

図 6　災害時コミュニティ FMが役割を全うするため必要な要素と働きかけ

図 7　災害時にコミュニティ FMが役割を全うするために行うべきフロー

図 2　FMいるか
オープンスタジオ内部（FMいるか提供）

図 3　茅ヶ崎 FMオープンスタジオ兼カフェ
（筆者撮影）

図 4　茅ヶ崎 FMオープンスタジオ兼カフェ内部
（筆者撮影）
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第 1章　序論
　近年、気候変動の影響を背景として水害の
広域・頻発化が進行する中、流域全体を対象
とした治水の枠組みとして「流域治水」が導入
されている。流域治水は、堤防や調節池等の
ハード対策に加え、土地利用や住民行動、水
環境との関係性を含むソフト対策を統合的に
捉える点に特徴がある。しかし、ソフト対策の範
囲や内容は必ずしも明確ではなく、地域特性に
即した分析枠組みの構築が課題となっている。
　本研究は、治水インフラ、生態系サービス、
地域社会の水利用文化が相互に作用する場
の把握が、流域治水におけるソフト対策の深
化に資するとの問題意識に基づき、印旛沼流
域を対象として、水文化の構成要素およびその
空間的現れ方を明らかにすることを目的とする。

第 2章　印旛沼流域の地理的特性と文化
的特徴
　印旛沼流域における地理的特性と文化
的基層を明らかにする為に、対象地の選定
理由の整理、GISによる空間情報分析、なら
びに地形的特性と流域構造の把握を行っ
た。印旛沼流域は、下総台地と谷津地形、
湖沼が連続する地形条件と、利根川東遷や
干拓事業といった歴史的変化が複合した環
境のもとで、多様な水文化が形成されてき
た地域であることが明らかとなった。GISに
よる情報の重ね合わせから、地形的特性と
人間活動との空間的関係を整理し、流域内
に複数の特徴的な景観パターンや文化的ま
とまりが存在することを示した（図2）。

第 3章　印旛沼における水文化の構成要
素と地域特性の整理
　既存の水文化定義は対象範囲が広く、治
水に応用するためには構成要素や整理軸を
明確にする必要がある。そこで本章では、形
態、成立時代、現存度、スケールの四つの
評価軸を設定し、水文化の実態整理を行っ
た。その結果、本研究における水文化を流
域全体に広がる文化的営みの総体として位
置づけ、その具体的な現れとして「水文化ユ
ニット」を定義した。水文化ユニットとは、水
文化を構成する諸要素が、特定の水環境を
基盤として空間的に集積し歴史的経緯や地

域主体の活動を通じて一定のまとまりとして
機能している地域単位である（図3）。
　本章の概念整理は、次章以降で扱う水文
化の歴史的変容および景観構造との関係分
析における前提を与え、流域治水のソフト対策
として水文化を評価・活用するための基盤となる。

第 4章　治水・環境改変に伴う水文化の変容
　印旛沼流域における水文化は、治水政策
や環境改変と密接に関係しながら形成・変容
してきた。本章では、近世から現代に至る治水
の展開を時系列で整理し、水文化との関係
を検討した。その結果、現代の水文化の希薄
化は、①水辺の不可視化に伴う空間的断絶、
②水への関心や記憶の低下による意識的断
絶、③行政主導の管理と住民実践の乖離に
よる制度的断絶という三層構造として整理で
きる。この希薄化は単独で生じたものではなく、
近世の長期的な治水・環境改変の累積過程
によって形成されてきたものであることを示した。

第 5章　印旛沼流域を構成する景観構造
と水文化
　前章までの分析を踏まえ、印旛沼流域を
構成する五つの景観構造を整理した。これ
らの景観構造は、それぞれが独立した空間
単位として存在するのではなく、水質・水量・
生態系・文化的実践を介して相互に関係し
合いながら流域全体を構成している。この
構造化により、印旛沼流域は一様な治水・
水文化空間ではなく、地形条件と歴史的経
緯に応じた複数の景観単位が重層的に連
関する流域であることが明確となった。
　これらの景観構造は、支流域における水
文化ユニットの形成・維持・変容を読み解く
基礎的枠組みとなる。

第 6章　支流域の現地調査の結果と地域
の取り組み
　水文化の現代的な実態とその継承状況
を把握するため、高崎川流域を中心とした
支流域において現地調査および行政・NPO
等へのヒアリング調査を実施した。調査の結
果、印旛沼流域では、水環境保全や防災意
識の向上を目的とした地域主体の活動が複
数展開されており、水文化が現代的な形で

再構築されつつあることが確認された。（図4）
　一方で、これらの取り組みは、流域全体の治
水構造や行政施策と必ずしも十分に接続され
ているとは言い難い状況にある。特に、谷津や
湧水を基盤とした活動は、地域スケールでは
水環境の保全や住民意識の醸成に寄与して
いるものの、印旛沼の治水機能向上を目的とし
た取り組みとは明確に位置づけられていない。
　また、流域内で活動主体ごとに対象とする
空間スケールや課題認識が異なるため、個
別の実践が流域全体の水管理や防災行動
へと展開しにくいという課題も明らかとなった。
　さらに、都市化の進展や水路改変により、
水文化を支えてきた空間的連続性が失われ
つつあり、活動の担い手や継承基盤の弱体
化も確認された。
　以上の調査結果から、印旛沼流域におけ
る水文化は、地域レベルでは一定の実践的
意義を有するものの、流域スケールでの治
水施策と体系的に結びつくための枠組みが
不足していることが明らかになった。水文化
を単なる地域活動としてではなく、治水・環
境・文化を横断する単位として整理する必
要性があることが実態からも判明した。

第 7章　総合考察と結論
　印旛沼流域には谷津、台地、低地、湖沼など
の地形条件に応じた複数の景観構造が存在
し、それぞれを横断するような水文化ユニット
が形成されてきたことが明らかとなった。一方
で、近代以降の治水事業や都市化、農業構造
の変化により、これらのユニット間を緩やかに
接続してきた担い手の関係性の連なりが弱ま
り、水文化の空間的・社会的断絶が進行して
いることが確認された。さらに、水文化ユニット
を基盤としてソフト対策を検討することで、対
策の適用対象や効果の現れ方を具体化でき
る可能性を示した（図5）。特に、農業分野にお
ける多面的機能の考え方と、治水分野におけ
る流域治水の視点を水文化のもとで接続する
ことで、流域単位での分野横断的な連携を行
う必要性と課題が浮き彫りとなった。本研究は、
水文化を単なる伝統的価値としてではなく、流
域管理を支える動態的な文化資源として再定
義し、流域治水のソフト対策を具体化するため
の基礎的枠組みを提示する点に意義を有する。

池見 紀乃
IKEMI Yoshino

印旛沼流域における水文化としての流域治水のソフト対策に関する研究
A Study on Soft Measures for River Basin Management as Water Culture in the Inbanuma Swamp Basin

環境デザイン領域

図 4　
高崎川流域における
水環境活動団体の形態一覧表

図 5　明治期・現代を踏まえたビジョン流域関係図と景観構造の変化

図 1　印旛沼における水環境の概要図

図 2　地域特性に基づくゾーニング

図 3　水文化・水文化ユニットの概念図
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第 1章　序論
　地震大国の日本では、津波避難タワー
が緊急的な一時避難場所として重要な役
割を果たしている。近年急速に整備が進
む津波避難タワーは比較的新しい避難施
設であり、その計画プロセスが管理・運
営形態に与える影響、また住民の関与が
及ぼす影響を明らかにすることは、今後
の同種の施設整備・管理計画の策定、な
らびに実際の発災時に実効性のある避
難行動を担保する上で喫緊の課題とい
える。
　本研究は「地域社会における受容」を
「住民の日常生活に浸透していること、
住民に対するアクセシビリティの配慮が
あること」と定義づけ、津波避難タワー
の計画プロセスにおける住民関与のあり
方が、設置後の管理・利用形態および地
域社会における受容にどのような影響を
与えているのかを明らかにすることを目
的とした。
　本研究では、津波避難タワーが最も多
い都道府県である静岡県を対象とし、太
平洋沿岸の 16市町におよぶ自治体設置
の 131基すべてを実地に踏査した悉皆調
査を行った。さらに、協力の得られた
11市町へのヒアリングおよびアンケー
ト調査により、計画プロセスにおける住
民関与の度合いや方法、そして設置後の
利用と管理における地域社会の受容性を
分析した。

第 2章　津波避難タワーの形態類型と現
状分析
　津波避難タワーは、その構造によって
津波避難タワーと津波避難マウンドの 2
つに分かれることを示した。また、現地
調査によって得られた情報から津波避難
タワーの構成要素を抽出し分析を行った
結果、津波避難タワーにおける構成要素・
構造形態の選択において、地域の地形的
特徴・歴史的文脈が決定要因であること
が明らかとなった。また、周辺環境や掲
示物の分析を通じ、津波避難タワーの計
画・利用が地域とのつながり・影響の上
に成り立つ可能性を示した。

第 3章　津波避難タワーにおける計画プ
ロセス
　津波避難タワーの計画プロセスをフ
ロー化し、住民参加の程度によって「行
政主導」「住民参加」「住民発意」の 3類
型に分類されることを示した。また、計
画プロセスの決定要因については、形態、
用地、設備の計画プロセスにおける各段
階において、それぞれが相互に影響を与
え合いながら決定に至っていることが明
らかとなった。地理的条件も各段階にお
いて大きな決定要因となっていたことか
ら、立地特性が津波避難タワーの計画に
与える影響が大きいことが考えられる。
　加えて、どの段階においても住民からの
要望は存在し、自治体と住民の間で津波
避難タワーにおいて必要であると考える
要素に差異があることが明らかとなった。

第 4章　津波避難タワーにおける地域社
会の利用
　前章と同様に、津波避難タワーの利用・
管理段階に対しフロー化・分析を行った。
利用形態は、施錠有無と利用目的によっ
て「有事解錠」「避難専用」「日常利用」「複
合利用」の 4類型に分類され、類型によ
り住民の利用頻度が変化することを示し
た。また、管理形態についても主体によっ
て「行政単独」「住民参加：「指定管理」
の 3類型に分類されるほか、頻度によっ
て「定期点検」「不定期点検」の 2類型
に分類されることを示した。

第 5章　津波避難タワーの計画から利用
における地域社会との関わり
　津波避難タワーの計画、利用、管理の
各段階の関連性に着目し、類型化と分析
を行った結果、計画プロセスにおいて住
民関与度の高い形態が選択されていた場
合、管理・利用段階においても住民関与
度の高い形態が選択されることが増加す
ることが明らかとなった。また、計画プ
ロセスにおいて住民関与度の高い形態が
選択された場合、住民関与度の低い形態
が選択されていた場合と比較して、管理・
利用段階において選択される形態に多様

性が見られることが明らかとなった。
　このことから、津波避難タワーの計画
プロセスにおける形態は、利用・管理に
おける形態の選択に対する重要な決定要
因であることが推察される。

第 6章　結論と考察
　津波避難タワーの計画段階における住
民関与は、単に合意形成の手段にとどま
らず、管理・利用における住民関与の程
度に影響を及ぼし、形態の多様性が発生
する要因であることを導いた。このよう
な多様性の発生は、各津波避難タワーが
地域の実情・特徴に即した形で管理・利
用されていることを示している。
　津波避難タワーの計画段階から住民が
関与することで、その地域に即した管理・
利用と形態が整備され、「地域社会にお
ける受容」の実現につながることから、
実災害時における避難行動の実効性を高
めることを示唆した。
　また、津波避難タワーの形態決定要因
は単なる行政・住民の意見の反映のみな
らず、地理的条件、歴史的文脈といった
立地特性が大きな役割を担っている。加
えて、計画から利用までのフローの中で、
検討、用地、設置、管理、利用の 5つの
段階を経ながら、各段階が相互に影響を
与えあい、形態を決定づけている。津波
避難タワーの設置によって発生する要素
は、管理・利用に対し影響を与え、それ
が住民の津波避難タワーに対する意識・
利用につながると考えられる。
　一方で、津波避難タワーにおける実災
害時の利用方法等については住民と行政
の間で認識に齟齬のある点がみられた。
このような齟齬を解消する場を設けるこ
とで、適切な認知・利用・管理につなが
ると考えられる。
　また解錠方法や利用方法が不明確な津
波避難タワーについて、実災害時の利用
における障害があることを指摘した。この
ようなアクセシビリティ阻害の要因を取
り除くことで、より避難行動の実効性を
高めることが可能となると考えられる。

杉山 葵子
SUGIYAMA Kiko

津波避難タワーの計画プロセスと地域社会の関わりからみる受容と課題
Acceptance and Challenges in Tsunami Evacuation Towers: Insights from the Planning Process and Community Involvement
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図 1　津波避難タワーの形態

図 2　津波避難タワーの計画形態と利用形態の関連性

図 3　地域社会における受容（日立東大ラボ「社会的受容」を元に筆者作成） 図 4　津波避難タワーにおける受容の実現
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第 1章　序論
　人口減少と少子高齢化が進行する現代
日本において、地方都市の活力維持は喫
緊の課題である。従来の観光振興や移住
促進策が限界を迎える中、定住人口の増
加のみに依存せず、観光以上・移住未満の
多様な関わりを持つ「関係人口」の創出が
重要視されている。こうした背景の中、
地域資源を活用したナビゲーションス
ポーツ「ロゲイニング」が、地域活性化の
新たなツールとして注目を集めている。 
本研究では、ロゲイニングが参加者の意
識と行動に与える変容を、GPSによる行
動データ、質問紙調査、テキストマイニン
グを用いて定量・定性の両面から検証す
る。調査対象を単一の属性に限定せず、
「交流人口（来訪者）」「関係人口（関与者）」
「定住人口（居住者）」という 3つの異なる
視座を設定した。本章では、これらの人
口層がいかにして地域と関わりを持つに
至るか、そのプロセスを解明するための
研究目的と方法論を提示する。

第 2章　ロゲイニングの社会的認知
　本章では、マクロな視点から日本社会
におけるロゲイニングの受容過程を分析
する。過去 15年間に発行された新聞記
事タイトルを対象としたテキストマイニ
ング分析を通じ、ロゲイニングという語
がどのような文脈で語られてきたかを時
系列で追跡した。 分析の結果、導入初期
には「地図」「山野」「競技」といったスポー
ツ性を強調する単語が頻出していたが、
近年になるにつれて「観光」「親子」「防災」
「地域再発見」といった語との共起が増加
していることが明らかになった。この変
遷は、ロゲイニングが一部の愛好家によ
る「競技スポーツ」の枠を超え、地域振興
や防災教育、健康増進といった「社会課題
解決の手段」として認知され、広く社会に
受容されてきたことを示唆している。

第 3章　競技を目的としたロゲイニング
がもたらす副次的効果
　本章では、新潟県佐渡市で開催された
「佐渡ロゲイニング」を事例に、島外か

らの「交流人口」への効果を検証する。
本事例の参加者の多くは、競技や観光を
主目的としたオリエンテーリング愛好家
であったが、彼らがロゲイニングを通じ
て得た体験は、単なる表層的な観光消費
に留まらなかった。行動分析の結果、参
加者は得点獲得のために路線バスと徒歩
を戦略的に組み合わせ、主要観光地だけ
でなく路地裏の史跡や集落へも能動的に
足を運んでいた。質問紙調査分析からは、
競技中に地域住民やスタッフと交流した
経験が、「運営への感謝」や「人の温か
さ」という情緒的な評価に結びついてい
ることが明らかになった。これらは、競
技を目的に訪れた参加者が、活動を通じ
て地域の深い文脈（歴史・風土・人）に
触れ、地域への好意や再来訪意向を抱く
に至る「副次的効果」の表れである。特
に、制限時間内に回りきれなかった未完
の体験が、イベントへの再参加意向を超
えた「地域そのものへの再来訪意向」を
高めている点は、交流人口をリピーター
へと深化させる重要な知見である。

第 4章　地域振興を目的としたロゲイニ
ングがもたらす効果
　本章では、本研究の中核となる「つくば
R8ロゲイニング」の複数の実践（大曽根、
上郷、谷田部）を事例に、地域に関わりを持
つ「関係人口」への効果を検証する。これら
の地域は著名な観光地ではない生活圏で
あるが、ロゲイニングの実践により、参加
者の地域認識に変容がみられた。上郷地
区の事例では、大学の授業という受動的
な動機で参加した学生たちが、無機質な
大学周辺とは対照的な農村景観や歴史的
風土に「安らぎ」を見出し、地域の価値を再
評価するに至った。また、谷田部地区の事
例では、参加者が「カフェ」や「商店」を具体
的に訪問し、イベント後も継続して店舗を
利用したいという意向を示した。
　これらの結果は、ロゲイニングが日常
的な風景をエンターテインメント化し、
参加者を「観客」から「当事者」へと変
容させる機能を持つことを示している。
地域資源の再発見と経済活動への参加意

識の醸成は、一過性の交流人口を、地域
に継続的に関与する関係人口へと育成す
る土壌となることが考えられた。

第 5章　新しい地域のロゲイニングがも
たらす効果
　本章では、開発が進む TX沿線開発地
区や、防災・環境学習をテーマとした新
たな実践を事例に、「定住人口」への効
果を検証する。新住民にとって、居住地
は単なる「住む場所」であり、地域の歴
史やリスクへの関心は希薄になりがちで
ある。しかし、ロゲイニングを通じて自
身が住む土地の起伏や旧跡、避難場所、
グリーンインフラなどを探索すること
で、住民は地域の成り立ちを空間的に理
解することが可能となる。これは、ロゲ
イニングが新住民に対し、地域への帰属
意識を醸成し、防災意識を自分ごととし
て捉え直させる有効な教育ツールとして
機能することを実証している。

第 6章　結論
　本研究では、ロゲイニングが地域にも
たらす効果を、交流・関係・定住という 3
つの人口層の視点から多層的に検証し
た。結論として、ロゲイニングは単なる
スポーツイベントではなく、参加者の属
性や地域の特性に応じて柔軟にその機能
を変えることが明らかになった。交流人
口に対しては「能動的な探索による地域
理解の深化」を、関係人口に対しては「日
常景の再評価と経済的関与の促進」を、そ
して定住人口に対しては「シビックプラ
イドと防災意識の醸成」をもたらす。今
後の地域振興においては、画一的なパッ
ケージの適用ではなく、その場所や運営
者が持つ固有のポテンシャルや課題、そ
して参加者の意識を深く加味した上で、
ターゲットとする人口層に合わせ、ロゲ
イニングの設計（移動手段、テーマ設定、
チェックポイント選定、クイズなど）を戦
略的に設計することが求められる。この
ようにデザインされるロゲイニングの実
施こそが、持続可能な地域社会の構築に
向けた新たな指針となるものである。

和田 真由子
WADA Mayuko

ロゲイニングがもたらす効果に関する実証的研究
Empirical Research on the Effects of Rogaining
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図 1　大曽根ロゲイニングマップ 2025

図 2　谷田部ロゲイニングマップ 2025

図 4　上郷ロゲイニング（筆者撮影）

図 6　香取台ロゲイニング（筆者撮影）

図 5　谷田部ロゲイニング（筆者撮影）

図 7　研究学園ロゲイニング（筆者撮影）
図 3　質問紙調査のことばネットワーク図

（上郷、谷田部）
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第 1章　研究の背景と目的
　2004年の文化財保護法改正により文
化的景観が文化財体系に位置づけられ、
2005年から重要文化的景観の選定制度
が運用されている。棚田や茶畑など生業
に根ざした景観が各地で選定され、2024
年 10月時点で 73件に達する。一方、食
育基本法の制定や和食の無形文化遺産登
録を背景に、食文化と地域振興を結びつ
ける動きが進み、生活・生業に根ざした
「食の景観」を文化的景観として再評価
する機運が高まっている。
　本研究が対象とする「せんだんご」は、
サツマイモを発酵・乾燥して保存する対
馬の伝統食品であり、近年再評価が進ん
でいる。しかし、既往研究は自然科学的
分析に偏り、風土や生活文化、景観との
関係は十分に検討されていない。
　そこで本研究は、本研究は、文化的景
観の視点から食と景観の関係性を明らか
にするとともに、対馬の伝統的保存食せ
んだんごを対象として、その生産空間と
生産行為の特性を分析し、文化的景観と
しての評価および保全・活用の可能性を
検討することを目的とする。

第 2章　文化的景観と食の関係性
　本章では、文化的景観における「食」と
「景観」の関係性を明らかにすることを
目的として、重要文化的景観 73件の選定
事例および日本各地の地域活動を対象に
分析を行った。重要文化的景観の公式資
料をもとに、KH Coderによるキーワード
分析および NVivoを用いたコーディング
分析を行い、食に関わる構成要素とその
特徴を整理した。あわせて、食文化と景
観に関わる地域活動事例を収集し、制度
的支援や実践の類型を比較検討した。
　その結果、文化的景観における「食」は、
生産環境と生産行為の相互作用によって
形成される文化システムであり、人と自
然の関係性や生活文化、歴史的記憶を可
視化する要素であることが明らかとなっ
た。また、地域活動は地域の持続性を支
える一方で、制度運用や連携面での課題
も確認された。

　以上より、対馬の伝統保存食せんだん
ごは、地域の生活文化を体現する文化的
景観の一要素として位置づけられる。本
章の知見は、次章における対馬の具体的
事例分析に向けた基礎的視座を提供する
ものである。

第 3章　対馬における「せんだんご」に
関する文化的景観
　本章では、第 2章で整理した「生産環
境」と「生産行為」の分析枠組みに基づき、
対馬の伝統的保存食せんだんごを対象
に、現地調査とヒアリングから生産工程
の空間構成や生産行為を明らかにし、そ
の文化的景観としての特性を検討した。
　調査は、対馬市内 4地区の農家を対象
に実施し（図 1）、サツマイモ栽培から
加工、流通・消費に至る一連の工程に関
わる活動空間を把握した。その結果、自
然環境、建物および付属空間、農具・設
備といった有形要素が工程に沿って連続
的に機能し、生活文化と結びつくことで、
せんだんご特有の景観構造を形成してい
ることが明らかとなった（図 2）。加え
て、世代間で継承される技術や工程上の
工夫、地域行事における利用といった無
形要素が、物理的景観と相互に作用し、
食文化の持続性を支えていることが確認
された（図 4）。
　また、制度的検討からは、せんだんご
に関する文化的景観が、農耕・水利用・
居住空間の複合的関係によって成立して
おり、複数農家を単位とする選定範囲の
設定を通じて、重要文化的景観として位
置づける可能性が示唆された（図 3）。
　以上より、せんだんごに関する文化的
景観は、有形・無形の要素が結びつく生
活文化として捉えられ、対馬の食文化理
解および地域資源の保全・活用に資する
知見を提供する。

第 4章　対馬における食と景観の地域づ
くり
　本章では、第 3章までの分析を踏まえ、
対馬における食と景観をめぐる現状と課
題を整理し、せんだんごを中心とした持

続的な地域づくりの方向性を検討した。
　その結果、食文化は地域振興の基盤で
ある一方、担い手の減少や生活環境の変
化により、景観として捉えにくくなって
いることが明らかとなった。これを踏ま
え、生産環境の維持、学習機会の体系化、
情報発信とブランド化の連動、ならびに
重要文化的景観制度の活用可能性を提示
した。
　以上より、対馬の食文化を文化的景観
として再定位し、その背景を含めて共有・
活用する視点が、持続的な地域づくりに
資することを示した。

第 5章　総合考察
　本章では、第 2章から第 4章までの分
析を総合し、せんだんごに関する文化的
景観の意義、研究の限界および今後の課
題を整理した。本研究は、せんだんごを
自然環境と人間活動の相互作用によって
形成される文化的景観として再定位し、
生産環境と生産行為を軸とした分析の有
効性を示した。一方、調査範囲や期間の
制約、口述資料への依拠、制度運用の検
討不足といった限界も残されている。今
後は、調査の拡充と分析の深化に加え、
研究成果を地域と共有し、文化的景観を
実践的に維持・活用していくことが課題
である。

第 6章　結論
　本研究から、以下の知見が得られた。
　第一に、せんだんごは対馬固有の自然
条件の下で営まれる生産・加工・消費を
通じ、生活文化や共同体的関係を体現す
る文化的景観である。
　第二に、有形・無形の要素が結びつく
生産環境と生産行為の構造が、地域固有
の景観を形成している。
　第三に、食文化と景観を基盤とする地
域活動や制度的支援は、地域の持続性向
上に寄与し得る。
　以上より、せんだんごに関する文化的
景観の理解は、対馬の食文化の保全・活
用および地域活性化に向けた重要な視座
を提供すると結論づけた。

シュウ ウキン
ZHOU Yuxin

食に関する文化的景観の研究：長崎県対馬における「せんだんご」を事例として
A study of food-related cultural landscapes: A case study of “Sendango” in Tsushima, Nagasaki Prefecture
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図 1　研究対象地（長崎県対馬市。下線は調査地域）

図 3　せんだんごに関する文化的景観の選定範囲 
および構成要素の関係

図 2　各被験農家の空間配置図

図 4　せんだんごを発酵・乾燥している様子（現地調査で筆者撮影）
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